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文化に触れ、楽しく学ぶ／ながとコドモノクニ


長
門
市
市
民
憲
章


②
ふ
る
さ
と
の
知
恵


   そ
だ
て
あ
う
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す








　


加
速
す
る
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
、
一


次
産
業
に
お
け
る
後
継
者
不
足
と
生
産
物


価
格
の
低
迷
、
地
域
経
済
に
お
け
る
消
費


減
退
、
観
光
客
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
人
口


減
少
と
地
域
経
済
縮
小
と
い
う
悪
循
環
を


断
ち
切
る
た
め
、
⑴
７
つ
の
重
点
施
策
を


着
実
に
推
進 


⑵
な
が
と
成
長
戦
略
と
子


育
て
支
援
の
取
り
組
み
を
加
速 


⑶
国
の


施
策
・
経
済
対
策
と
連
携
し
、
平
成
26
年


度
補
正
予
算
と
合
わ
せ
た
一
体
的
な
予
算


と
し
て
編
成
を
行
い
ま
し
た
。


基
本
方
針
１


　
な
が
と
成
長
戦
略
の
推
進


　


昨
年
立
ち
上
げ
た
「
な
が
と
物
産
合
同


会
社
」
に
よ
る
「
な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
」
の


本
格
的
な
全
国
展
開
に
よ
り
、
産
業
の
活


性
化
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
関
係
予
算
は
、


７
億
８
５
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。


基
本
方
針
２


　
子
育
て
支
援
策
の
充
実


　


少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
を
食
い
止


め
、
子
育
て
世
代
に
お
け
る
負
担
軽
減


や
就
労
促
進
を
支
援
し
、
地
域
の
活
性


化
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
関
係
予
算
は
、


15
億
７
、１
７
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。


当
初
予
算
の
規
模


　
２
０
９
億
８
︑８
０
０
万
円


　
（
昨
年
当
初
予
算
比
▲
12
億
５
、２
０
０
万
円
、


　
　


▲
5.6
％
）


平
成
27
年
度
予
算
の
概
要


　
２
月
24
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
3
月
定
例
市
議
会
で
、
大
西
市
長
が
平
成
27
年
度


施
政
方
針
を
表
明
し
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
の
基
本
理
念
や
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま


し
た
。
そ
の
中
か
ら
平
成
27
年
度
予
算
の
主
要
な
施
策
の
概
要
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。


議場に立つ大西市長
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な
が
と
再
生
躍
進
予
算


は
じ
め
に


　


時
の
流
れ
は
早
い
も
の
で
、
市
民
の
皆


様
か
ら
長
門
市
の
舵
取
り
を
お
任
せ
い
た


だ
き
、
3
年
あ
ま
り
の
歳
月
を
経
て
、
1


期
目
を
締
め
く
く
る
年
を
迎
え
ま
し
た
。


　


こ
れ
ま
で
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、


加
速
す
る
少
子
高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減


少
、
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
、
多
様
化
・


高
度
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な


ど
、
難
し
い
市
政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ


ま
し
た
が
、各
方
面
か
ら
温
か
い
ご
指
導
、


ご
助
言
を
い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
様
に
お


約
束
し
た
「
チ
ー
ム
な
が
と
」
を
構
築
し
、


「
全
国
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現


に
向
け
、
種
を
撒
い
た
一
つ
ひ
と
つ
の
取


り
組
み
が
少
し
ず
つ
芽
を
出
し
始
め
た
と


実
感
し
て
お
り
ま
す
。


　


ご
案
内
の
と
お
り
、
国
に
お
き
ま
し
て


は
、
昨
年
12
月
に
、
活
力
あ
る
地
方
創
生


を
最
重
要
政
策
に
掲
げ
た
第
三
次
安
倍
内


閣
が
誕
生
し
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と


創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
総
合
戦


略
」
を
取
り
ま
と
め
、
人
口
減
少
や
東
京


一
極
集
中
な
ど
、
我
が
国
の
構
造
的
な
課


題
解
決
に
向
け
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。


　


ま
た
、
県
に
お
き
ま
し
て
も
、
村
岡
知


事
の
も
と
、
新
た
な
県
政
運
営
の
指
針
と


し
て
、「
元
気
創
出
や
ま
ぐ
ち
！
未
来
開


拓
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
」
の
策
定
が
進
め


ら
れ
、
産
業
、
地
域
、
人
材
の
活
力
を
生


み
出
し
、
そ
の
好
循
環
に
よ
り
、
元
気
な


山
口
県
を
創
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。


　


一
方
、
本
市
で
は
一
次
産
業
に
お
け
る


後
継
者
不
足
と
生
産
物
価
格
の
低
迷
、
地


域
経
済
に
お
け
る
消
費
減
退
、
観
光
客
の


伸
び
悩
み
な
ど
が
長
期
的
な
景
気
低
迷
と


相
ま
っ
て
、
国
が
推
し
進
め
て
い
る
ア
ベ


ノ
ミ
ク
ス
効
果
も
、
実
感
す
る
に
至
っ
て


い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。


　


今
、
長
門
市
が
置
か
れ
た
危
機
的
な
状


況
を
、
逆
に
大
き
く
成
長
す
る
絶
好
の
機


会
と
捉
え
、「
選
択
と
集
中
」
を
こ
れ
ま


で
以
上
に
徹
底
し
て
平
成
27
年
度
の
予
算


編
成
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。


　


国
、
県
の
目
指
す
「
地
方
創
生
」、「
元


気
創
出
」
の
方
向
性
は
、
こ
れ
ま
で
本
市


が
推
し
進
め
て
き
た
７
つ
の
重
点
施
策
と


軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
国


に
先
駆
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
「
な
が
と


成
長
戦
略
」
や
、
若
い
世
代
の
希
望
を
実


現
す
る
「
子
育
て
支
援
」
な
ど
の
取
り
組


み
を
、
更
に
加
速
す
る
こ
と
で
、「
し
ご


と
」
を
創
り
、
そ
の
「
し
ご
と
」
が
「
ひ


と
」
を
呼
び
、
更
に
「
ひ
と
」
が
「
し
ご


と
」
を
呼
び
込
む
好
循
環
の
地
域
社
会
を


確
立
し
、
市
民
が
安
心
し
て
働
き
、
子
ど


も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん


な
全
国
に
誇
れ
る
「
ま
ち
」
の
実
現
に
向


け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。


人件費
3,648,170
 （17.4％）


   扶助費
3,034,225
  （14.5％）


   公債費
3,019,335
 （14.4％）


その他
350,768
  （1.7％）


普通建設事業費
    3,454,356
      (16.4％）災害復旧事業費


   3,100
   （0.0％）


物件費
2,699,541
（12.9％）


補助費等
1,816,443
（8.6％）


繰出金
2,962,062
（14.1％）


 


維持補修費
 　　  205,457
貸付金100,152
積立金　　　  11
投資及び出資金
             25,148
予備費   20,000


義務的経費
 9,701,730
　　（46.3％）


    その他の経費
  7,828,814
（37.3％）


歳出総額
20,988,000


投資的経費
3,457,456
  （16.4％）


平成27年度 一般会計予算の構成（単位：千円）


市税
3,595,501
（17.1％） 諸収入


521,721
（2.5％）


その他
895,290
 （4.2％）


県支出金
1,701,623
（8.1％）


　市　債
3,013,000
  （14.4％）


地方交付税
8,550,000
（40.7％）


その他
785,200
   （3.8％）


歳入総額
20,988,000


自主財源
 5,012,512
     （23.8％）


依存財源
　　15,975,488
　　　（76.2％）


分担金及び負担金
　　  　194,769
使用料及び手数料
        　487,592
財産収入 49,695
繰入金  103,232
繰越金               1
寄附金    60,001


地方譲与税    190,000
利子割交付金   10,000
配当割交付金   12,000
株式等譲渡所得割交付金
                      15,000
地方消費税交付金
                    500,000
ゴルフ場利用税交付金
                         5,400
自動車取得税交付金
                       40,000
地方特例交付金
                         9,000
交通安全対策特別交付金
                         3,800


国庫支出金
1,925,665
（9.2％）


会計別
予算額


（単位：千円）
前年度予算額
（単位：千円）


増減額
（単位：千円）


対前年度伸率
（単位：％）


一般会計 20,988,000 22,240,000 ▲ 1,252,000 ▲ 5.6


特別会計 13,485,688 12,431,703 1,053,985 8.5


　国民健康保険事業 5,998,448 5,319,614 678,834 12.8


　公共下水道事業 1,950,811 1,732,940 217,871 12.6


　湯本温泉事業 93,990 91,098 2,892 3.2


　漁業集落排水事業 107,608 107,374 234 0.2


　農業集落排水事業 577,264 586,718 ▲ 9,454 ▲ 1.6


　介護保険事業 3,945,278 3,801,506 143,772 3.8


　電気通信事業 142,272 125,655 16,617 13.2


　後期高齢者医療事業 670,017 666,798 3,219 0.5


合　　計 34,473,688 34,671,703 ▲ 198,015 ▲ 0.6


特 集 平 成 ２ ７ 年 度 予 算 の概 要
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公
共
交
通
対
策


・
公
共
交
通
不
便
地
域
の
解
消
の
た
め
、


　


三
隅
中
・
下
地
区
と
日
置
中
・
下
地
区


　


に
お
い
て
新
た
な
公
共
交
通
の
導
入
を


　


進
め
ま
す


学
校
施
設
整
備


・
26
年
度
末
に
お
い
て
、
非
木
造
施
設
す


　


べ
て
の
耐
震
化
が
完
了
す
る
こ
と
か


　


ら
、
屋
内
運
動
場
の
吊
天
井
落
下
防
止


　


工
事
や
老
朽
化
し
て
い
る
三
隅
中
学
校


　


特
別
教
室
棟
の
改
築
工
事
お
よ
び
菱
海


　


中
学
校
校
舎
棟
外
壁
の
改
修
工
事
に
着


　


手
し
ま
す


公
営
住
宅
整
備


・
田
屋
床
団
地
の
27
年
度
末
の
完
成
に
向


　


け
て
工
事
を
進
め
ま
す


上
水
道
事
業


・
油
谷
地
区
の
主
要
水
源
で
あ
る
「
田
上


　


浄
水
場
」
の
整
備
を
継
続
し
ま
す


・
老
朽
化
し
た
配
水
管
な
ど
の
敷
設
替
え


　


を
計
画
的
に
進
め
ま
す


下
水
道
事
業


・
老
朽
化
し
た
東
深
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
の


　


処
理
施
設
や
仙
崎
中
部
地
区
管
路
施
設


　


の
改
築
・
更
新
、
不
明
浸
入
水
対
策
を


　


継
続
す
る
と
と
も
に
、
28
年
度
か
ら
の


　


地
方
公
営
企
業
会
計
移
行
を
進
め
ま
す


Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進


・
「
長
門
の
住
み
良
さ
」
を
、
様
々
な
機


　


会
を
通
じ
て
全
国
に
発
信
し
ま
す


・
新
た
に
定
住
支
援
員
を
配
置
し
、
空
き


　


家
バ
ン
ク
な
ど
を
活
用
し
ま
す


晩
婚
化
社
会
へ
の
対
応


・
縁
結
び
対
策
事
業
な
ど
の
人
口
定
住
策


　


を
推
進
し
て
い
き
ま
す


③
観
光
都
市
長
門
の
顔
づ
く
り


観
光
の
方
向
性


・
長
門
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
を
最
大
限


　


に
活
用
し
、「
何
度
で
も
行
っ
て
み
た


　


く
な
る
魅
力
都
市
」
を
創
り
ま
す


・
旧
老
舗
旅
館
跡
地
の
利
用
計
画
を
策
定


　


す
る
な
ど
、
温
泉
街
の
魅
力
創
出
に
よ


　


る
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
で
、


　


雇
用
創
出
や
地
域
経
済
の
活
性
化
に
繋


　


げ
ま
す


・
長
門
市
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
花
燃


　


ゆ
」
の
主
人
公
、
文
の
姉
、
寿
と
楫
取


　


素
彦
が
一
時
期
を
過
ご
し
た
ゆ
か
り
の


　


地
で
あ
り
、
山
口
県
を
代
表
す
る
宿
泊


　


地
で
あ
る
こ
と
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
、


　


３
年
後
の
「
明
治
維
新
150
年
」
を
見
据


　


え
た
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
ま
す


宿
泊
客
拡
大


・
全
国
規
模
で
会
員
組
織
を
持
つ
福
利
厚


　


生
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
と
し
た
実
効
性


　


の
高
い
観
光
客
誘
致
に
努
め
ま
す


外
国
人
観
光
客
誘
致


・
外
国
人
観
光
客
が
年
々
増
加
し
て
い
る


　


こ
と
か
ら
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や
ダ
イ
ビ


　


ン
グ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観
光
と
温
泉
を


　


組
み
合
わ
せ
た
商
品
造
成
や
、
ル
ネ
ッ


　


サ
な
が
と
を
活
用
し
た
韓
国
人
歌
手
公


　


演
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
充
実
を


　


図
り
ま
す


ク
ル
ー
ズ
客
船
誘
致


・
恵
ま
れ
た
良
港
と
観
光
資
源
を
活
か
し


　


て
、
県
と
連
携
し
積
極
的
に
取
り
組
み


　


ま
す


④
産
業
振
興
に
よ
る
活
力
あ
る


　
ま
ち
づ
く
り


一
市
一
農
場
構
想
の
推
進


・
「
農
地
集
積
バ
ン
ク
」
に
よ
る
農
地
集


　


積
を
加
速
さ
せ
ま
す


・
新
規
法
人
組
織
の
設
立
や
新
規
就
農
者


　


を
雇
用
す
る
法
人
の
支
援
を
行
い
ま
す


な
が
と
ブ
ラ
ン
ド
の
育
成


・
「
長
州
な
が
と
和
牛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力


　


向
上
の
た
め
、
肥
育
牛
の
増
頭
補
助
や


　


飼
料
用
米
な
ど
を
使
っ
た
新
た
な
飼
育


　


研
究
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す


・
「
長
州
黒
か
し
わ
」
の
消
費
拡
大
に
努


　


め
ま
す


水
産
業


・
水
産
物
の
安
定
供
給
に
よ
る
市
場
性
の


　


確
保
と
魚
価
の
安
定
を
図
る
た
め
、
新


　


た
に
「
産
地
市
場
水
揚
奨
励
事
業
」
を


　


実
施
し
ま
す


・
高
級
魚
と
し
て
高
値
で
取
引
さ
れ
る
キ


　


ジ
ハ
タ
に
つ
い
て
、
種
苗
放
流
量
を
拡


　


大
し
ま
す


・
ア
ワ
ビ
の
種
苗
が
順
調
に
成
育
し
放
流


　


で
き
た
こ
と
か
ら
、
中
間
育
成
を
継
続


　


し
て
放
流
効
果
の
検
証
を
行
う
と
と
も


　


に
、
放
流
後
の
採
捕
率
向
上
効
果
が
期


　


待
で
き
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
に
よ
る


　


漁
場
造
成
に
取
り
組
み
ま
す


▲４月１日から供用開始となった「はなもゆ」


①
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り


災
害
時
の
情
報
伝
達
手
段
の
多
重
化


・
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
情
報
伝
達
を
行


　


う
た
め
、
防
災
行
政
無
線
や
緊
急
情
報


　


を
自
動
で
一
斉
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
を


　


整
備
し
ま
す


音
声
告
知
端
末
機


・
仙
崎
地
区
、
渋
木
・
真
木
地
区
に
整
備


　


し
ま
す


自
主
防
災


・
自
主
防
災
組
織
の
育
成
を
継
続
し
て
支


　


援
し
ま
す


・
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
ま
す


津
波
対
策


・
日
本
海
側
津
波
浸
水
想
定
区
域
を
示
し


　


た
「
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
各
家


　


庭
に
配
布
し
、
防
災
意
識
の
啓
発
に
取


　


り
組
み
ま
す


防
災
拠
点
施
設
の
整
備


・
市
役
所
改
築
は
、
31
年
度
の
完
成
を
目


　


指
し
、
民
間
委
員
を
含
む
庁
舎
整
備
検


　


討
委
員
会
で
基
本
構
想
を
策
定
し
た


　


後
、
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す


・
消
防
庁
舎
は
、
29
年
４
月
に
高
機
能
消


　


防
通
信
指
令
装
置
を
備
え
た
新
庁
舎
で


　


業
務
が
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
ま
す


消
防
団


・
人
員
の
確
保
に
努
め
、
団
員
が
活
動
し


　


や
す
い
環
境
を
整
備
し
ま
す


山
陰
道


・
昨
年
か
ら
本
格
的
に
工
事
着
手
し
て
い


　


る
「
長
門
・
俵
山
道
路
」
に
つ
い
て
は
、


　


１
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し
、
市
と
し


　


て
も
全
面
的
に
協
力
し
て
い
き
ま
す


・
俵
山
か
ら
下
関
方
面
に
向
け
た
道
路


　


ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
よ
う
、


　


官
民
一
体
と
な
っ
た
要
望
活
動
を
行


　


い
、「
命
の
道
」
と
し
て
の
必
要
性
を


　


強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、
総
決
起
大


　


会
を
長
門
市
で
開
催
し
ま
す


②
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
よ
い


　
ま
ち
づ
く
り


子
ど
も
子
育
て
支
援


・
病
児
・
病
後
児
保
育
と
「
放
課
後
児
童


　


ク
ラ
ブ
」
の
開
所
時
間
を
延
長
し
ま
す


・
通
小
学
校
区
で「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」


　


を
開
設
し
ま
す


・
み
の
り
保
育
園
で
「
休
日
保
育
」
を
開


　


始
し
ま
す


・
多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
負
担
の
軽
減
を


　


図
り
ま
す


・
国
の
経
済
対
策
に
併
せ
た
児
童
手
当
受


　


給
世
帯
へ
の
商
品
券
給
付
事
業
な
ど
を


　


実
施
し
ま
す


・
産
前
産
後
ケ
ア
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
な


　


ど
を
引
き
続
き
実
施
し
、
妊
娠
期
か
ら


　


切
れ
目
の
な
い
相
談
支
援
体
制
の
充
実


　


を
図
り
ま
す


・
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ


　


い
て
、
平
成
25
年
10
月
末
日
ま
で
に
規


　


定
回
数
の
接
種
が
終
了
し
た
人
が
、
追


　


加
接
種
を
希
望
す
る
場
合
の
費
用
に
つ


　


い
て
助
成
し
ま
す


高
齢
者
福
祉


・
10
年
先
を
見
据
え
地
域
包
括
ケ
ア
体
制


　


の
整
備
を
進
め
ま
す


・
地
域
住
民
の
協
働
に
よ
る
見
守
り
や
支


　


え
合
い
の
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り


　


に
取
り
組
み
ま
す


・
介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
る
新
し
い
地


　


域
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、
地
域
ケ


　


ア
会
議
に
よ
る
在
宅
医
療
・
介
護
の
連


　


携
を
進
め
ま
す


・
本
市
の
介
護
保
険
料
は
、
27
年
度
か
ら


　


３
年
間
の
介
護
保
険
計
画
に
お
い
て
、


　


県
内
で
最
も
低
い
水
準
と
な
り
ま
す


障
害
者
福
祉


・
障
害
者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た


　


支
援
を
行
う
た
め
、
支
援
者
に
よ
る
就


　


労
支
援
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
障
害
者


　


の
就
労
支
援
体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す


地
域
医
療


・
こ
の
１
年
間
で
「
応
急
診
療
所
」
に
は


　


２
、３
７
０
人
の
受
診
が
あ
り
ま
し


　


た
。
今
後
も
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ


　


り
、
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
の
構


　


築
に
努
め
ま
す


健
康
増
進


・
保
健
師
に
よ
る
赤
ち
ゃ
ん
の
全
戸
訪
問


　


や
育
児
相
談
を
は
じ
め
、
集
団
健
診
の


　


休
日
健
診
日
の
増
加
や
健
診
期
間
の
延


　


長
に
取
り
組
み
、
健
康
づ
く
り
や
介
護


　


予
防
を
強
化
し
ま
す


消
費
者
行
政


・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
相
談
活
動
を
持


　


続
的
に
充
実
強
化
し
ま
す


廃
棄
物
対
策


・
現
在
の
焼
却
施
設
を
解
体
撤
去
し
た
跡


　


地
に
、
紙
製
お
よ
び
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製


　


容
器
包
装
類
の
資
源
化
に
向
け
た
「
リ


　


サ
イ
ク
ル
施
設
」
を
整
備
し
ま
す


・
萩
市
と
共
同
で
整
備
し
た
新
可
燃
ご
み


　


焼
却
施
設
「
は
な
も
ゆ
」
の
供
用
開
始


　


に
伴
い
、
廃
棄
物
処
理
手
数
料
が
大
幅


　


な
増
額
と
な
る
こ
と
か
ら
、
処
理
手
数


　


料
の
一
部
を
補
助
す
る
緩
和
措
置
を
講


　


じ
ま
す


７
つ
の
重
点
施
策


▲オープンして 1 年半が経過する長門市応急診療所▲幻の高級魚と言われる「キジハタ」


特 集 平 成 ２ ７ 年 度 予 算 の概 要







⑥
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興


ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９


キ
ャ
ン
プ
招
致


・
本
年
開
催
さ
れ
る
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大


　


会
」
の
開
催
状
況
を
調
査
・
研
究
す
る


　


と
と
も
に「
キ
ャ
ン
プ
招
致
基
本
計
画
」


　


に
基
づ
き
、
キ
ャ
ン
プ
拠
点
施
設
と
周


　


辺
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す


・
キ
ャ
ン
プ
招
致
を
強
化
す
る
た
め
、
庁


　


内
の
推
進
体
制
整
備
に
取
り
組
む
と
と


　


も
に
、「
長
門
市
招
致
委
員
会
」
を
は


　


じ
め
、
県
の
「
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ


　


地
招
致
検
討
組
織
」
な
ど
、
関
係
機
関


　


と
連
携
を
強
め
、
２
０
２
０
年
東
京
オ


　


リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
招
致
も
見
据


　


え
た
活
動
を
推
進
し
ま
す


各
種
大
会
を
通
じ
た
交
流
人
口
の
拡
大


・
27
年
度
は
、
山
口
県
で
「
第
28
回
全
国


　


健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」


　


が
開
催
さ
れ
、
俵
山
ス
パ
ス
タ
ジ
ア
ム


　


で
「
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大


　


会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
28
年
度
開


　


催
予
定
の
「
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育


　


大
会
・
空
手
道
競
技
」
の
プ
レ
大
会
と


　


し
て
、「
中
国
高
等
学
校
空
手
道
選
手


　


権
大
会
」
が
な
が
と
総
合
体
育
館
で
開


　


催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大
会
で
、
市


　


民
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
た
「
お
も
て
な


　


し
」
を
行
い
、
新
た
な
交
流
人
口
拡
大


　


に
努
め
ま
す


ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備


・
滝
ノ
下
の
「
な
が
と
ス
ポ
ー
ツ
公
園
」


　


は
、
市
民
の
憩
い
と
交
流
の
場
に
な
る


　


よ
う
29
年
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
整
備


　


を
進
め
ま
す


⑦
行
財
政
改
革
の
推
進


公
共
施
設
の
再
配
置


・
「
第
3
次
経
営
改
革
プ
ラ
ン
」
の
重
要


　


項
目
と
し
て
位
置
付
け
、「
公
共
施
設


　


白
書
」
を
策
定
・
公
表
し
ま
し
た
。
今


　


後
は
将
来
を
見
通
し
た
最
適
な
施
設
配


　


置
と
維
持
管
理
を
行
う
た
め
、「
公
共


　


施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
取
り
ま
と


　


め
て
い
き
ま
す


市
職
員
・
組
織


・
先
進
的
で
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
習


　


得
し
職
場
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
他


　


の
自
治
体
と
の
人
事
交
流
を
一
層
進
め


　


市
職
員
の
意
識
改
革
と
政
策
形
成
能
力


　


の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す　


・
市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め


　


る
た
め
、
市
職
員
の
中
か
ら
募
集
し
た


　


地
域
づ
く
り
支
援
員
を
各
地
域
に
配
置


　


す
る
な
ど
、
職
員
の
地
域
貢
献
に
対
す


　


る
意
識
を
醸
成
し
ま
す


・
28
年
度
以
降
の
組
織
機
構
改
編
計
画
の


　


策
定
に
取
り
組
み
ま
す


財
政
運
営


・
今
後
、
市
役
所
本
庁
舎
の
改
築
な
ど
、


　


大
型
建
設
事
業
を
予
定
し
て
い
る
こ
と


　


や
、
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え
の


　


特
例
期
間
満
了
に
よ
り
、
財
源
の
確
保


　


が
よ
り
一
層
重
要
で
す
。
財
源
確
保
の


　


た
め
、「
や
る
気
の
あ
る
長
門
」、「
提


　


案
す
る
長
門
」
を
前
面
に
出
し
、
国
、


　


県
と
も
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
事


　


業
を
進
め
ま
す


・
民
間
の
各
種
助
成
制
度
を
最
大
限
に
活


　


用
し
、
遊
休
資
産
の
利
活
用
を
積
極
的


　


に
行
う
な
ど
自
主
財
源
の
確
保
に
も
努


　


め
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
か
つ
効
率


　


的
に
活
用
し
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政


　


運
営
に
努
め
ま
す


■
問
い
合
わ
せ　


財
政
課
財
政
係　
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▲昨年行われた「ねんりんピック」リハーサル大会


・
超
急
傾
斜
地
で
耕
作
を
続
け
る
農
家
へ


　


の
支
援
を
拡
充
し
、
山
間
部
の
農
地
維


　


持
に
努
め
ま
す


・
畜
産
に
お
い
て
は
、
優
良
繁
殖
雌
牛
導


　


入
の
助
成
を
拡
充
し
、
法
人
組
織
な
ど


　


の
畜
産
参
入
を
促
し
ま
す
。


・
畜
産
農
家
と
関
係
者
が
協
力
し
て
収
益


　


力
強
化
に
取
り
組
む
地
域
の
施
設
整
備


　


を
支
援
し
ま
す


鳥
獣
被
害
対
策


・
三
隅
か
ら
油
谷
ま
で
の
市
内
全
域
を
横


　


断
す
る
侵
入
防
護
柵
を
完
成
さ
せ
、
捕


　


獲
隊
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
被


　


害
防
止
に
取
り
組
み
ま
す


経
済
活
性
化


・
地
域
経
済
の
循
環
を
促
す
た
め
、
住
宅


　


リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
や
プ
レ
ミ
ア
ム


　


付
き
商
品
券
発
行
事
業
を
国
の
経
済
対


　


策
に
併
せ
取
り
組
み
ま
す


・
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度
の
拡
充
に


　


よ
り
、
寄
附
者
へ
の
お
礼
と
し
て
贈
る


　
「
長
門
ふ
る
さ
と
便
」
を
活
用
し
た
本


　


市
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
て
、
販
路


　


拡
大
に
努
め
ま
す


⑤
交
流
、
連
携
、
協
働
に
よ
る
市


　
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り


集
落
機
能
の
再
生


・
地
域
づ
く
り
協
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
に


　


設
立
さ
れ
た
５
地
区
に
加
え
、
新
た
に


　


６
地
区
で
の
設
立
を
目
指
し
ま
す
。
財


大
都
市
圏
へ
の
販
路
開
拓


・
司
令
塔
を
担
う
「
な
が
と
物
産
合
同
会


　


社
」
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
、
執


　


行
責
任
者
を
中
心
と
し
て
本
格
的
な
販


　


路
拡
大
を
行
い
ま
す


地
元
直
売
所
整
備


・
平
成
29
年
度
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
仙


　


崎
地
区
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
基
本
計
画


　


に
基
づ
き
作
業
を
進
め
、
早
期
に
設
計


　


に
取
り
組
み
ま
す


安
心
・
安
全
な
食
づ
く
り


・
自
然
栽
培
米
に
つ
い
て
は
、
作
付
面
積


　


の
倍
増
を
図
る
と
と
も
に
、
長
門
の
安


　


全
・
安
心
を
発
信
し
て
い
く
シ
ン
ボ
ル


　


商
品
と
し
て
、
全
国
に
販
売
し
て
い
き


　


ま
す


・
有
機
栽
培
の
研
究
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得


　


を
進
め
ま
す


・
飼
料
用
米
な
ど
を
活
用
し
た
養
鶏
や
、


　


耕
畜
連
携
に
よ
る
有
機
肥
料
栽
培
作
物


　


の
生
産
拡
大
に
も
取
り
組
み
ま
す


観
光
資
産
の
魅
力
創
出


・
観
光
分
野
に
お
け
る
重
点
施
策
で
あ
る


　
「
俵
山
地
区
の
観
光
振
興
」
に
つ
い
て
、


　


交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
着
手
す
る
と


　


と
も
に
、
空
き
旅
館
の
再
生
に
向
け
た


　


取
り
組
み
を
開
始
し
ま
す


・
二
次
交
通
対
策
と
し
て
、
山
口
宇
部
空


　


港
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー
を
利
用
し
て
本
市


　


に
宿
泊
す
る
観
光
客
や
、
JR
新
山
口
駅


　


か
ら
の
送
迎
バ
ス
の
運
行
に
対
し
支
援


　


す
る
こ
と
で
、
来
訪
者
の
利
便
性
向
上


　


に
取
り
組
み
ま
す


後
継
者
確
保
と
新
規
就
業
の
創
出


・
就
農
希
望
者
を
全
国
公
募
し
市
独
自
の


　


支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
漁
業
後


　


継
者
に
つ
い
て
は
、
漁
家
の
事
業
継
承


　


に
対
し
新
た
に
支
援
す
る
な
ど
、
自
立


　


に
繋
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す


・
創
業
者
が
国
・
県
の
助
成
制
度
を
活
用


　


で
き
る
支
援
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む


　


み
、
市
独
自
の
支
援
制
度
も
創
設
す
る


　


な
ど
、
強
く
創
業
を
後
押
し
し
ま
す


・
長
門
の
地
域
資
産
を
活
か
し
た
新
た
な


　


オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
を
開
発
し
ま
す


・
雇
用
創
出
と
所
得
向
上
に
繋
が
る
施
策


　


を
、
国
、
県
の
進
め
る
「
地
方
創
生
」


　


と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
積
極
的
に
推


　


進
し
て
い
き
ま
す


・
飼
料
用
米
や
麦
、
大
豆
な
ど
戦
略
作
物


　


の
自
主
的
な
生
産
拡
大
を
支
援
し
ま


　


す
。


　


源
支
援
と
併
せ
、
高
齢
化
率
の
高
い
地


　


区
に
は
集
落
支
援
員
を
置
く
な
ど
、
人


　


的
支
援
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す


市
民
活
動
団
体
の
活
性
化


・
市
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
的
課
題
を
解
決
す


　


る
た
め
、
団
体
自
ら
が
企
画
・
実
施
す


　


る
事
業
を
助
成
す
る
「
市
民
の
ち
か
ら


　


応
援
補
助
金
」
を
拡
充
し
、
団
体
育
成


　


と
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す


地
域
お
こ
し
協
力
隊


・
現
在
配
置
し
て
い
る
３
人
に
加
え
、
新


　


た
に
３
人
を
募
集
し
、
配
置
地
区
と
活


　


動
範
囲
を
広
げ
、
地
域
活
性
化
を
更
に


　


推
進
し
ま
す


▲白潟地区まちづくり協議会の設立総会


▲販路開拓を担う「ながと物産合同会社」


こ
と
ば


●
自
主
財
源


　


市
が
自
主
的
に
集
め
ら
れ
る
財
源
の


こ
と
。
市
税
、
使
用
料
、
手
数
料
、
財


産
収
入
、
繰
入
金
、
諸
収
入
な
ど


●
依
存
財
源


　


国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り


当
て
ら
れ
た
り
す
る
収
入
の
こ
と
で
、


地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
、


市
債
な
ど


●
地
方
交
付
税


　


皆
さ
ん
が
国
に
納
め
た
税
金
の
一
部


で
、
市
の
財
政
状
況
な
ど
に
応
じ
て
配


分
さ
れ
る
お
金


●
義
務
的
経
費


　


そ
の
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
任
意


に
節
減
で
き
な
い
経
費
。
人
件
費
、
扶


助
費
、
公
債
費
な
ど
を
合
わ
せ
た
も
の


●
投
資
的
経
費


　


主
に
公
共
施
設
の
建
設
事
業
な
ど
、


将
来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
お
金


●
普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
え


　


い
わ
ゆ
る
「
平
成
の
大
合
併
」
で
は
、


旧
合
併
特
例
法
に
よ
り
「
合
併
後
10
年


間
は
、
合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
算
定


し
た
普
通
交
付
税
の
総
額
を
配
分
す
る
」


こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
こ
の
10
年
間


を
「
特
例
期
間
」
と
言
い
ま
す
）。


　


し
か
し
、
配
分
額
は
合
併
11
年
目
か


ら
段
階
的
に
減
額
さ
れ
、
16
年
目
に
は


純
粋
に
一
つ
の
自
治
体
と
し
て
算
定
さ


れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
一
本
算
定
）。


こ
れ
は
、
合
併
す
る
と
行
政
の
効
率
化


が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
、
一
本
算
定
で


は
一
般
に
配
分
額
が
減
る
こ
と
に
な
り


ま
す


特 集 平 成 ２ ７ 年 度 予 算 の概 要








日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、
平
成


27
年
１
月
２
日
以
前
か
ら
引
き
続
い
て


長
門
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ


て
い
る
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。


　


平
成
27
年
１
月
３
日
以
降
県
内
か
ら


市
内
に
転
入
（
１
回
に
限
る
）
し
た
人


は
、
前
住
所
地
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り


ま
す
が
、
こ
の
場
合
は
、「
引
き
続
き
県


内
に
住
所
を
有
す
る
証
明
書
」
な
ど
が


必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
長
門
市
で


も
、前
住
所
地
の
市
町
で
も
発
行
し
ま
す
。


　


投
票
時
間
は
、
７
時
か
ら
19
時
ま
で


で
す
。
た
だ
し
、
次
の
投
票
所
に
つ
い


て
は
７
時
か
ら
18
時
ま
で
で
す
。
注
意


し
て
く
だ
さ
い
。


・
大
垰
投
票
所
　
・
田
久
道
投
票
所


・
久
津
投
票
所
　
・
本
郷
投
票
所


・
大
浦
投
票
所
　
・
油
谷
投
票
所


・
水
岬
投
票
所
　
・
川
尻
投
票
所


　


投
票
日
当
日
の
投
票
は
決
め
ら
れ
た


投
票
所
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。


郵
送
さ
れ
た
「
入
場
券
」
で
投
票
所
を
確


認
し
て
く
だ
さ
い
。


　


平
成
27
年
３
月
27
日


（金）
ま
で
に
市
内


転
居
の
届
け
出
を
し
た
人
は
、
新
住
所
地


の
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま
す
。


　


３
月
28
日


（土）
以
後
に
届
け
出
を
し
た


人
は
、
旧
住
所
地
の
投
票
所
で
の
投
票
と


な
り
ま
す
。


　


投
票
所
を
案
内
す
る
入
場
券
は
自
宅


へ
郵
送
し
ま
す
。
氏
名
と
投
票
所
を
よ


く
確
か
め
た
上
、
投
票
日
に
は
必
ず
持
参


し
て
く
だ
さ
い
。


　


入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
入
場
券


を
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙
人
名
簿
に


登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の


で
、
当
日
、
投
票
所
の
受
付
係
に
申
し
出


て
く
だ
さ
い
。


　


船
員
で
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の


交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、


入
場
券
の
代
わ
り
に
「
案
内
文
書
」
を
郵


送
し
ま
す
。
投
票
の
際
に
は
入
場
券
の


代
わ
り
に
、
選
挙
人
名
簿
登
録
証
明
書
の


提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
。


　


身
体
障
害
者
な
ど
で
郵
便
等
投
票
証


明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
つ
い


て
は
、
投
票
用
紙
請
求
書
が
郵
送
さ
れ


ま
す
の
で
、
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
く


だ
さ
い
。


　


身
体
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
文
字


が
書
け
な
い
人
は
、
代
理
投
票
が
で
き
ま


す
。
係
員
が
本
人
に
代
わ
っ
て
投
票
用


紙
に
記
入
し
ま
す
。
投
票
の
内
容
が
外


に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。


　


目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
で
投
票
で


き
ま
す
。
い
ず
れ
も
投
票
所
で
係
員
に


申
し
出
て
く
だ
さ
い
。


　


投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
の
た
め


投
票
で
き
な
い
人
は
、「
期
日
前
投
票
」


が
で
き
ま
す
。


　


今
回
の
選
挙
か
ら
投
票
所
入
場
券
の


裏
面
に
期
日
前
投
票
宣
誓
書
を
印
刷
し


ま
す
。


　


こ
れ
ま
で
、
期
日
前
投
票
所
に
お
い


て
住
所
や
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
ま


し
た
が
、
事
前
に
自
宅
で
記
入
し
、
期


日
前
投
票
所
に
持
参
す
る
こ
と
で
、
受


付
を
早
く
済
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


※
広
報
な
が
と
３
月
１
日
号
21
ペ
ー
ジ


　


を
参
照
し
て
く
だ
さ
い


　


な
お
、
選
挙
当
日
に
投
票
す
る
人
は
、


宣
誓
書
の
記
入
は
不
要
で
す
。


期
間
、
場
所
お
よ
び
時
間


・
長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局


　


４
／
４
（土）
〜
４
／
11 


（土）


　


８
：
30
〜
20
：
00


・
各
支
所


　


４
／
４
（土）
〜
４
／
11 


（土）


　


８
：
30
〜
20
：
00


・
各
出
張
所


　


４
／
６
（月）
〜
４
／
10 


（金）


　


８
：
30
〜
17
：
00


※
居
住
地
域
で
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。


ど
の
会
場
で
も
期
日
前
投
票
を
す
る


こ
と
が
で
き
ま
す
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投
票
の
場
所


　


任
期
満
了
に
伴
う
、
山
口
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
が


４
月
12
日
（日）
に
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
県
議
会
へ


私
た
ち
の
代
表
を
送
る
大
切
な
選
挙
で
あ
り
、
一
人
ひ


と
り
の
貴
重
な
一
票
が
、
山
口
県
の
未
来
を
方
向
付
け


る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
よ
く
考
え
て
、
あ
な
た
の
大
切


な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
投
票
日
に
は
皆
さ
ん


そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。


　


選
挙
人
名
簿
登
録
者
に
限
ら
れ
ま
す
。


（
選
挙
権
停
止
中
の
者
は
除
く
）


　


選
挙
人
名
簿
は
、
平
成
７
年
４
月
13


投
票
で
き
る
人


証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人


投
票
の
時
間


代
理
・
点
字
投
票


期


日


前


投


票


●
日
時　


４
／
12 


（日）
　
20
：
30
〜


●�


場
所　


な
が
と
総
合
体
育
館


●�


中
間
発
表


　


得
票
中
間
発
表
は
、
21
時
30
分
か
ら


30
分
お
き
に
行
い
ま
す
。


　


開
票
状
況
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ほ
っ


ち
ゃ
テ
レ
ビ
で
も
お
伝
え
し
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


長
門
市
選
挙
管
理
委


員
会
事
務
局　


℡
23
‐
１
１
６
７ 


開


票


不


在


者


投


票


指
定
病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人


  


指
定
病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
人


は
、
そ
の
施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き


ま
す
。
病
院
長
や
施
設
の
管
理
者
に
申


し
出
て
く
だ
さ
い
。


市
外
に
滞
在
中
の
人


  


本
人
が
「
宣
誓
書
・
請
求
書
」
に
よ
り


長
門
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投


票
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。


　


投
票
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ


の
投
票
用
紙
を
持
っ
て
滞
在
地
の
市
町


村
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
行
き
、
不
在


者
投
票
を
し
ま
す
。
請
求
は
早
め
に
行
っ


て
く
だ
さ
い
。


害
は
特
別
項
症
か
ら
第
２
項
症
、
内


臓
機
能
の
障
害
は
特
別
項
症
か
ら
第


３
項
症
と
書
い
て
あ
る
人


③
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護


５
と
書
い
て
あ
る
人


　


対
象
者
は
あ
ら
か
じ
め
「
郵
便
等
投


票
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、


自
宅
な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。


　


投
票
用
紙
の
請
求
は
４
月
８
日
（水）
ま


で
で
す
。


代
理
記
載
で
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人


①
身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視


覚
の
障
害
の
程
度
が
１
級
と
書
い
て


あ
る
人


②
戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚


の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第


２
項
症
と
書
い
て
あ
る
人


　


代
理
記
載
の
方
法
に
よ
る
投
票
を
行


う
た
め
に
は
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
に


加
え
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
（
代
理
記
載


の
た
め
の
申
請
、
代
理
記
載
人
の
届
出
）


が
必
要
で
す
。


※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局


ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票


郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人


①
身
体
障
害
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の


障
害
は
１
級
か
２
級
、
内
臓
機
能
の


障
害
は
１
級
か
３
級
、
免
疫
・
肝
臓
の


障
害
は
１
級
か
ら
３
級
の
人


②
戦
傷
病
者
手
帳
に
両
下
肢
な
ど
の
障


平成26 年度明るい選挙啓発標語応募作品
武内寛心 �さん（応募当時日置小学校 2 年）


投票日 ４月12日(日)


一ぴょうが　明るい未来へ　続く道


山口県議会議員一般選挙


入
場
券
を
忘
れ
ず
に


私
の
一
票


投 票 区 投　　票　　所 行　　　政　　　区


通 長門市通公民館会議室 通 1 区・通 2 区・通 3 区・通 4 区・通 5 区・通 6 区・通 7 区・
通 8 区・通 9 区・通 10 区・通 11 区・通 12 区・通 13 区


田ノ浦 通地区シニアプラザ 通 14 区・通 15 区・通 16 区
白潟 白潟公民館 白潟 1 区・白潟 2 区・白潟 3 区


仙崎第１ 仙崎小学校屋内運動場 祇園町・南町・幸町・旭町・錦町・新屋敷町・
新開町・鳥越 1 区・鳥越 2 区


仙崎第２ あおい幼稚園 栄町・本町・北本町・洲崎町・今浦町・鍛冶屋町・
中新町・新町


大日比 大日比公会堂 大日比
大泊 青海島地区多目的研修集会所 大泊
青海 青海集落センター 青海
田屋 田屋公会堂 田屋


湊 湊２区公会堂 駅前区・湊 1 東区・湊 1 西区・湊 2 区・湊中央区・湊 3 区


正明市 長門市中央公民館玄関ホール 中山・緑ヶ丘・藤中・江良・正明市 1 区・正明市 2 区・
正明市 3 区・正明市 4 区・正明市 5 区・上郷・下郷


上川西 上川西市営住宅集会所 下川西・上ノ原・後ヶ迫・開作・上川西 1 区・
上川西 2 区・上川西 3 区


板持 板持公会堂 板持 1 区・板持 2 区・板持 3 区・板持 4 区
長門河原 河原活性化センター 殿台・大河内・小河内・河原


湯本 湯本温泉旅館協同組合会議室 門前・湯本・三ノ瀬
渋木 大畑体育館１階多目的室 山小根・渋木中区・坂水・渋木 1 区・渋木 2 区・渋木 3 区
大垰 大垰集会所 大垰　　　　　　　　     ※ 投票時間は 18 時まで


真木 真木公会堂 真木
木津 木津区民館 小原・木津


大羽山 長門市俵山公民館会議室 郷・黒川・大羽山
湯町 長門大津農協俵山支所会議室 湯町・上政・上安田・下安田・七重


一の瀬 一の瀬公会堂 滝坂・一の瀬・三隅中畑・杉山
宗頭 長門市宗頭文化センター研修室 樅の木・宗頭・兎渡谷


上中小野 上中小野集落センター 麓・上中小野・下中小野・辻並
大竹 大竹集落センター 大竹・正楽寺
土手 長門市三隅保健センター集団検診室 市・湯免・三隅中村・土手・久原・生島
津雲 津雲集落センター 津雲・飯井


野波瀬 野波瀬漁協会館 野波瀬
豊原 はつらつステーション三隅 向山・豊原・二条窪・平野・上東方
浅田 三隅勤労者スポーツセンター 下東方・小島・浅田・殿村新開・向開作・沢江・上ゲ


古市 長門市日置保健センター 黄波戸口・堀田・亀山・亀山団地・古市・上城・狩宿・一円・
向田・川原・日置中村・東坂本・西坂本・炭床・長行


黄波戸 黄波戸漁村センター 長崎・黄波戸・矢ケ浦・茅刈・境川


国広 日置高齢者コミュニティセンター 大内山上・大内山下・畑・国広・真口・新市・
農士園・小野地


野田 野田北集会所 北山・野田北・野田南・雨乞
久富 久富公民館 亀田・植松・荒人・長久・杣地・有宗・広中・稲石・人丸


新別名 油谷支所 1 階会議室 新別名・駅通・大迫・東大坊


油谷河原 油谷河原農業研修所多目的ホール 芝崎・大坊・田上・二ノ瀬・坂根・山根・札場・
河原浦・大江


伊上 伊上公民館 浅井・尾崎・里・伊上浦・岡・宮ノ馬場・上り野・
前方・須方・綾湖・貝川


蔵小田 蔵小田交流館 上蔵小田・下蔵小田・油谷中畑・渡場・掛渕
津黄 山口県漁業協同組合津黄支店大広間 上津黄・東津黄・西津黄
後畑 宇津賀出張所会議室 東後畑・大畠・青村
立石 山口県漁業協同組合立石支店集会所 東立石・西立石
角山 角山老人憩いの家 小田・赤屋・木吹・大川尻


田久道 久原堂 田 久 道　　　　　　　    ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


久津 向津具保育園ホール 白 木・ 久 津　　　　　    ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


本郷 向津具出張所事務室 大 和・南 方・本 郷・山 崎・上 野 西  ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


大浦 大浦高齢者交流センター 大 浦 東・ 大 浦 西　　　   ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


油谷 油谷公会堂 油 谷　　　　　　　 　   ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で  


水岬 水の口公会堂 水 岬　　　　　　　　    ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


川尻 川尻老人憩いの家 中ノ森・上野東・川尻東・川尻西 ※ 投 票 時 間 は 18 時 ま で


投票所のご案内 「投票所入場券」で自分の投票所を確認してください。
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新
設
さ
れ
る
課
・
室


子
育
て
支
援
課


　


平
成
27
年
４
月
か
ら
、「
子
ど
も
・


子
育
て
支
援
新
制
度
」が
ス
タ
ー
ト


し
た
こ
と
に
伴
い
、
子
育
て
環
境
の


支
援
体
制
を
整
え
る
た
め
、「
子
ど


も
未
来
室
」
を
「
子
育
て
支
援
課
」


と
し
て
課
に
昇
格
さ
せ
、
安
心
し
て


子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
に
取
り


組
み
ま
す
。


■
場
所　


本
庁
１
階


※
左
図
参
照


子
育
て
支
援
課
な
ど
新
設


  副  市  長


教　育　長


　市　長


　　　　　　


　教  育  委  員  会


　市　　 議　　 会


　選挙管理委員会


　監　 査　 委　 員


　農  業  委  員  会


水道事業管理者（市長）


中央公民館・通公民館・仙崎公民館・俵山公民館・三隅公民館
日置農村環境改善センター・宇津賀公民館・向津具公民館・図書館
図書館ゆや分館・ラポールゆや（油谷中央公民館）・宗頭文化センター


男女共同参画担当・文化振興担当
金子みすゞ 記念館
香月泰男美術館


企画総務部


  市民福祉部


経済観光部


建 設 部


消防本部


事  務  局


各支所


事 務 局


会計管理者


企画政策課　　　　企画調整係


　　　　　　　　　広報広聴係


　　　　　 市民協働推進室　　


　　　　　 ＣＡＴＶ放送センター


　　　　　 世界大会等キャンプ招致室


防災危機管理課


総　務　課　　　　行政係・人事係・情報推進係


　　　　　　　　　通出張所・仙崎出張所・俵山出張所


           秘　書　室 


           経営改革室


           庁舎建設準備室


財　政　課　　　　財政係・監理管財係


税　務　課　　　　市民税係・固定資産税係


　　　　　  徴 収 対 策 室


市　民　課　　　　窓口係・市民相談係


　　　　　 人権推進室


　　　　　 消費生活センター


生活環境課　　　　環境衛生係・廃棄物対策係（長門市保健センター内）


　　　　　 清  掃  工  場　　　　破砕施設係


福　祉　課　　　　福祉係・介護支援係・保護係


子育て支援課　   公立保育園・宗頭幼稚園


保　険　課　　　　賦課管理係・医療給付係・徴収係


健康増進課　　　　健康推進係


　　　　　 地域医療連携室


　　　　　 地域包括支援センター　（長門市地域医療連携支援センター内）


成長戦略推進課


商工水産課　　　　水産漁港係


　　　　　 商工振興室


農　林　課　　　　農政畜産係・耕地係・林務係・農林土木係


　　　　　 一市一農場推進室　（日置支所内）


観　光　課　　　　観光振興係・観光施設係


都市建設課　　　　管理係・土木係・建築係・都市整備係・地籍係


下水道課　　　　管理係・建設係・業務係


　　　　　 東深川浄化センター　　維持係・保全係


水　道　課　　　　総務係・建設係・工務係・浄水場


会　計　課　　　　会計係


総　務　課　　　　庶務係


予　防　課　　　　調査指導係・危険物係


警　防　課　　　　警防係・救急係


中央消防署　　　　第１小隊・第２小隊・第３小隊


西消防署　　　　第１小隊・第２小隊・第３小隊


教育総務課　　　　総務係・管理係


　　　　　　　　　市内小・中学校


　　　　　長門市学校給食センター


　　　　　   日置学校給食センター


学校教育課　　　　学事係・指導係


生涯学習スポーツ振興課　　生涯学習係・スポーツ振興係


　　　　　  文化財保護室　　  くじら資料館・村田清風記念館・日置民俗資料館


　　　　　　　　　庶務係・議事係・調査係


選挙管理委員会事務局


　監査委員事務局


　農業委員会事務局


総合窓口課　　　　地域窓口班・経済施設班


　　　　　　　　　向津具出張所・宇津賀出張所  （油谷支所）


　　　　　


（平成 27年 4月 1日現在） 　
市
で
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
・
支
援
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ま
た
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー


ル
ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
な
ど
の
キ
ャ
ン
プ
地
招
致
の
一
層
の
推
進
、
庁
舎
建
設
へ
の
準
備


の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
組
織
の
改
編
を
行
い
ま
す
。


平
成
27
年
度
組
織
改
編WC


レ
セ
プ
ト


点
検
室


倉  庫


税　務　課


市　民　課


会 計 課


防
災
危
機


管
理
課


会
議
室


福　祉　課
福　祉　課


宿直室


保　険　課


消費生活
センター


旅券
窓口


市民福祉
部長室 子育て


支援課


子育て支援課　市役所本庁１階
（従来の子ども未来室の場所になります）


世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
室


　


平
成
31
年
（
２
０
１
９
年
）
に
ラ


グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本
で


開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
３
月
２
日
に


は
国
内
で
の
開
催
都
市
が
決
定
さ
れ


ま
し
た
。 


　


ま
た
そ
の
翌
年
に
は
東
京
オ
リ
ン


ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催


さ
れ
る
こ
と 


が
決
定
し
て
い
ま
す
。


　


市
で
は
、
こ
れ
ら
の
大
会
で
の


キ
ャ
ン
プ
地
に
名
乗
り
を
上
げ
、
そ


の
招
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、


よ
り
一
層
強
力
に
招
致
を
進
め
る
た


め
、
世
界
大
会
等
キ
ャ
ン
プ
招
致
室


を
企
画
政
策
課
内
に
設
置
し
ま
す
。


■
主
な
業
務


・
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド


　


カ
ッ
プ
・
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・


　


パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
キ
ャ
ン
プ
地


　


の
招
致
に
関
す
る
こ
と


■
場
所　
本
庁
３
階 


企
画
政
策
課
内


庁
舎
建
設
準
備
室


　


平
成
31
年
度
ま
で
の
建
設
を
予
定


し
て
い
る
市
役
所
の
庁
舎
建
設
に
つ


い
て
、
現
在
、
長
門
市
庁
舎
整
備
検


討
委
員
会
な
ど
で
検
討
が
進
め
ら
れ


て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
業
務


を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、「
庁
舎
建


設
準
備
室
」
を
総
務
課
内
に
設
置
し


ま
す
。


■
主
な
業
務


・
本
庁
舎
の
建
設
に
関
す
る
こ
と


■
場
所　
本
庁
３
階 


総
務
課
内


庁
舎
建
設
基
本
構
想
（
案
）


に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ


ン
ト
を
募
集
し
て
い
ま
す


　


市
総
務
課
で
は
、
庁
舎
建
設
に


つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト


を
募
集
し
て
い
ま
す
。


■
募
集
期
間　


４
／
23 


（木）
ま
で


■
閲
覧
場
所　


本
庁
３
階
情
報
閲


　


覧
コ
ー
ナ
ー
、
各
支
所
、
各
出


　


張
所
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


■
提
出
方
法　


閲
覧
場
所
に
備
え


　


付
け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


　


に
掲
載
の
専
用
用
紙
に
記
入
の


　


上
、
持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ


　


ク
ス
、
メ
ー
ル
で
提
出


■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
‐
２


　


長
門
市
役
所


　


企
画
総
務
部
総
務
課
行
政
係


　


℡
23
‐
１
１
９
４


　


Fax 


22
‐
６
３
４
５


　


gyosei@
city.nagato.lg.jp▲建て替えられる現庁舎


▼
ミ
ニ
ガ
イ
ド
を
配
布
し
ま
す


　


平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
の
業
務


内
容
ご
と
に
担
当
係
の
電
話
番
号
を


記
載
し
た
「
長
門
市
役
所
ミ
ニ
ガ
イ


ド
」
を
、
広
報
な
が
と
５
月
１
日
号


で
配
布
し
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


総
務
課
人
事
係　


℡
23
‐
１
１
１
４


■
主
な
業
務


・
保
育
園
・
幼
稚
園
に
関
す
る
こ
と


・
ひ
と
り
親
家
庭
に
関
す
る
こ
と


・
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と


■
問
い
合
わ
せ　


℡
23
‐
１
１
６
４


2015.4.1
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ご
存
知
で
す
か  


発
達
障
害


13


４
／
２
（木）
〜
８
（水）
は
発
達
障
害
啓
発
週
間
で
す


発
達
障
害
と
は


　


発
達
障
害
は
、
脳
の
発
達
に
関
係


す
る
生
ま
れ
つ
き
の
障
害
で
す
。
発


達
障
害
の
人
は
、
他
人
と
の
関
係
づ


く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦


手
で
す
。
一
方
、
優
れ
た
能
力
を
発


揮
す
る
こ
と
も
あ
り
、
周
り
か
ら
見


る
と
理
解
さ
れ
に
く
い
障
害
と
言
わ


れ
て
い
ま
す
。


こ
ん
な
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
か


・
一
人
遊
び
が
多
い
、
他
人
と
関
わ


　


ろ
う
と
し
な
い


・
お
と
な
し
過
ぎ
る
、
受
動
的


・
落
ち
着
き
が
な
い
、
集
中
力
が
な


　


い
、
い
つ
も
ぼ
ん
や
り
し
て
い
る


・
忘
れ
物
が
多
い
、
支
度
や
片
付
け


　


が
で
き
な
い


・
話
は
上
手
で
難
し
い
こ
と
は
知
っ


　
「
発
達
障
害
」
と
い
う
言
葉
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
の
よ
う
な
障
害
な
の
か
具
体
的


に
は
よ
く
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
「
発
達
障
害
」
に
つ
い
て
紹


介
し
ま
す
。


自閉症


アスペルガー症候群


自閉症スペクトラム障害


知的な遅れを
伴うことも
あります


●言葉の発達の遅れ
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、こだわり


●基本的に言葉の発達の遅れ
　はない
●コミュニケーションの障害
●対人関係・社会性の障害
●パターン化した行動、興味、
　関心の偏り
●不器用（言語発達に比べて）


●「読む」「書く」「計算する」な 
　どの能力が、全体的な知的発
　達に比べて極端に苦手


学習障害（LD)


●不注意（集中できない）
●多動・多弁（じっとしていられない）
●衝動的に行動する
　　　　　　   （考えるよりも先に動く）


注意欠陥多動性障害
（ADHD)


それぞれの障害の特性


他
に
こ
ん
な
特
徴
も


・
人
に
触
ら
れ
る
の
が
嫌
い
。
で
も


　


自
分
か
ら
触
る
の
は
大
丈
夫


・
蛍
光
灯
の
光
が
痛
い
。
逆
に
キ
ラ


　


キ
ラ
が
好
き


・
運
動
会
の
ピ
ス
ト
ル
と
か
の
大
き


　


な
音
、
人
混
み
の
雑
音
が
嫌
い


・
白
い
ご
飯
だ
け
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子


　


だ
け
な
ど
、
好
き
嫌
い
が
激
し
い


　


て
い
る
が
、
一
方
的
に
話
す
こ
と


　


が
多
い


・
話
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場


　


面
で
離
席
が
多
い
、
話
を
聞
い
て


　


い
な
い


・
難
し
い
漢
字
を
読
む
こ
と
が
で
き


　


る
の
に
、
簡
単
な
平
仮
名
は
書
け


　


な
い


・
図
鑑
や
本
を
好
ん
で
読
む
が
、
作


　


文
を
書
く
こ
と
が
苦
手


・
特
定
の
匂
い
に
拘
る


・
身
体
の
使
い
方
が
ぎ
こ
ち
な
く
、


　


縄
跳
び
、
跳
び
箱
、
ダ
ン
ス
な
ど


　


が
苦
手


発
達
障
害
の
種
類


自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
害


（
広
汎
性
発
達
障
害
）


　


コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
社


会
性
に
関
連
す
る
脳
の
領
域
に
関
係


す
る
発
達
障
害
の
総
称
。
自
閉
症
、


ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
ほ
か
、
特


定
不
能
の
広
汎
性
発
達
障
害
が
含
ま


れ
ま
す
。


　


ま
た
、「
こ
と
ば
の
発
達
の
遅
れ
」


「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
」


「
対
人
関
係
・
社
会
性
の
障
害
」「
パ


タ
ー
ン
化
し
た
行
動
」「
興
味
・
関


心
の
偏
り
（
こ
だ
わ
り
）」
な
ど
の


特
徴
が
あ
り
ま
す
。


注
意
欠
陥
多
動
性
障
害（
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
）


　


発
達
年
齢
に
見
合
わ
な
い
よ
う
な


「
集
中
で
き
な
い
（
不
注
意
）」「
じ
っ


と
し
て
い
ら
れ
な
い（
多
動
・
多
弁
）」


「
考
え
る
よ
り
も
先
に
身
体
が
動
い


て
し
ま
う
（
衝
動
的
行
動
）」
な
ど


の
行
動
を
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り


発達障害は、いくつかのタイプに分類されていますが、親のしつけや教育に問題
があるのではなく、生まれつき脳の一部に障害があるという点が共通しています。
中には複数のタイプの発達障害がある人もいます。


ま
す
。


学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）


　


全
般
的
な
知
的
発
達
に
は
問
題
が


あ
り
ま
せ
ん
が
、「
読
む
」「
書
く
」「
計


算
す
る
」
と
な
ど
の
特
定
領
域
に
つ


い
て
学
ん
だ
り
、
行
っ
た
り
す
る
こ


と
に
著
し
い
困
難
が
あ
る
と
い
う
特


徴
が
あ
り
ま
す
。


発
達
障
害
は
身
近
な
障
害


　


平
成
24
年
に
文
部
科
学
省
が
発
表


し
た
調
査
に
よ
る
と
、
全
国
の
通
常


学
級
に
通
う
小
・
中
学
生
の
児
童
・


生
徒
の
う
ち
、
6.5
％
の
子
ど
も
に
発


達
障
害
の
疑
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か


り
ま
し
た
。


　


40
人
学
級
で
は
、
１
ク
ラ
ス
に
２


〜
３
人
は
発
達
障
害
の
子
ど
も
が
い


る
こ
と
に
な
り
ま
す
。発
達
障
害
は
、


珍
し
い
障
害
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


　


ま
た
、
発
達
障
害
へ
の
偏
見
や
誤


解
に
よ
っ
て
、
傷
つ
い
て
い
る
本
人


や
家
族
が
い
ま
す
。
発
達
障
害
は
親


の
性
格
や
し
つ
け
な
ど
に
原
因
が
あ


る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。


　


周
り
の
人
た
ち
の
温
か
い
理
解
と


支
え
が
あ
れ
ば
、
ユ
ニ
ー
ク
さ
や
偏


り
も
、
個
性
と
し
て
と
も
に
元
気
に


生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。


支援機関名称／連絡先 連絡先 支援の内容


通っている保育園・幼稚園・学校 （各園・各校） 就学・就園・教育相談


市役所　福祉課　福祉係 ℡ 23-1243 福祉サービス・総合相談


市役所　健康増進課　健康推進係 ℡ 23-1133 発達相談・育児相談


長門市障害者相談支援センター ℡ 32-2237 障害に関する一般相談


児童デイ・ケアセンターあゆみ ℡ 23-1213 児童発達支援
未就学児の療養に関すること児童発達支援センターからふる ℡ 0838-22-2877


放課後等デイサービス　きらり ℡ 43-0330


放課後などのデイサービス
就学児の療育に関することのびっこくらぶ ℡ 0838-22-2877


ドリームキッズ ℡ 0838-26-2838


山口県発達障害者支援センターまっぷ ℡ 083-929-5012 発達障害に関するさまざまな
相談（面接は要予約）


萩市障害者就業・生活支援センター
ほっとわーく ℡ 0838-21-7066 就労に関する相談


身
近
な
場
所


専
門
機
関


あ
し
す
と
パ
ー
ト
ナ
ー
ピ
ア


カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ


　


あ
し
す
と
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
発
達


障
害
な
ど
の
あ
る
子
ど
も
の
子
育
て


を
し
た
経
験
が
誰
か
の
参
考
に
な
れ


ば
と
、
相
談
を
受
け
る
た
め
の
講
座


を
受
講
し
、
市
か
ら
認
定
さ
れ
た
ア


ド
バ
イ
ザ
ー
で
す
。


　


先
輩
パ
パ
・
マ
マ
と
し
て
の
経
験


や
、
そ
こ
か
ら
得
た
知
恵
を
ア
ド
バ


イ
ス
し
た
り
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
親


と
し
て
寄
り
添
い
、
共
に
考
え
な
が


ら
子
育
て
の
応
援
を
し
ま
す
。


■
個
別
相
談　


　


毎
週
土
曜
日
（
第
３
を
除
く
）


　


９
：
00
〜
12
：
00


■
ち
ゃ
わ
か
い


　
（
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
茶
話
会
）　


　


 


第
３
日
曜
日　
10
：
00
〜
12
：
00


■
場
所


　


児
童
デ
イ
・
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み


　
（
長
門
市
西
深
川
３
７
６
７
番
地


　


５
、
み
の
り
保
育
園
隣
接
）


■
連
絡
先　
　
　


℡
23
‐
１
２
１
３


　


assist-partner@
orange.ocn.


    ne.jp


■
問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


℡
23
‐
１
２
４
３


発
達
障
害
の
人
へ
の
支
援


　


平
成
17
年
４
月
１
日
に
、「
発
達


障
害
者
支
援
法
」
が
施
行
さ
れ
、
平


成
22
年
12
月
10
日
か
ら
、「
障
害
者


総
合
支
援
法
」
お
よ
び
「
児
童
福
祉


法
」
の
対
象
者
に
、
発
達
障
害
の
人


も
加
え
ら
れ
ま
し
た
。


　


こ
れ
ら
に
よ
り
、
発
達
障
害
の
人


も
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ


と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。


　


以
上
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け


ら
れ
る
支
援
機
関
は
、
左
表
の
と
お


り
で
す
。
市
内
お
よ
び
県
内
に
所
在


し
て
い
ま
す
。


　


も
し
も
自
分
の
子
ど
も
に
発
達
障


害
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
一
人
で
抱


え
込
ま
な
い
で
、
支
援
機
関
に
連
絡


し
て
み
て
く
だ
さ
い
。


一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
配
慮


や
支
援
を


　


発
達
障
害
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、


障
害
の
種
類
や
程
度
、
年
齢
や
性
格


な
ど
に
よ
っ
て
、
現
れ
方
は
異
な
り


ま
す
。
生
活
の
中
で
困
難
な
こ
と
、


苦
手
な
こ
と
も
そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま


す
。
そ
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
特


徴
に
応
じ
て
配
慮
し
た
り
、
支
援
し


た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。


配
慮
の
ポ
イ
ン
ト


・
で
き
た
こ
と
を
ほ
め
る
。
で
き
な


　


い
こ
と
を
責
め
な
い


・
視
覚
的
な
情
報
を
提
示
し
て
説
明


　


す
る


・
説
明
や
指
示
は
短
い
文
で
、
順
を


　


追
っ
て
、
具
体
的
に


・
安
心
で
き
る
環
境
を
整
え
る


・
温
か
く
見
守
る


一人ひとりの特徴に合わせて配
慮し、温かく見守っていくこと
が大切です


障害福祉サービスが受けられる支援機関
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観
光
船
な
ど
海
上
交
通
の
安
全


と
多
く
の
来
客
を
祈
る
海
上
交
通


安
全
祈
願
祭
が
３
月
15
日
（日）
、
仙


崎
の
青
海
島
観
光
汽
船
桟
橋
広
場


で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。


　


神
事
に
は
従
業
員
と
海
上
保
安


部
や
市
な
ど
の
関
係
者
合
わ
せ
て


約
20
人
が
出
席
し
、
１
年
間
の
海


上
で
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。


　


神
事
が
終
わ
る
と
ク
ジ
ラ
の
形


を
し
た
「
ピ
ン
ク
シ
ー
タ
ス
」
を


先
頭
に
、
７
隻
の
観
光
船
が
県
内


各
地
か
ら
応
募
し
た
50
人
を
乗


せ
、
大
漁
旗
を
な
び
か
せ
な
が
ら


海
上
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。


　


乗
客
た
ち
は
美
し
い
青
海
島
を


の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
、
海
上
パ


レ
ー
ド
を
楽
し
み
ま
し
た
。


海
上
交
通
安
全
祈
願
祭


安
全
を
願
い
海
上
パ
レ
ー
ド


▲法被の受け渡し


通
小
学
校
で
「
通
鯨
唄
」
引
継
式


い
つ
ま
で
も
引
き
継
が
れ
る
伝
統


　


古
式
捕
鯨
で
栄
え
た
通
地
区
に


伝
わ
る
通
鯨
唄
の
引
き
継
ぎ
式
が


３
月
３
日
（火）
、
通
小
学
校
で
行
わ


れ
、
全
校
児
童
29
人
が
参
加
し
ま


し
た
。


　


鯨
唄
は
昭
和
63
年
か
ら
通
小
学


校
で
歌
わ
れ
始
め
、
平
成
２
年
よ


り
卒
業
生
か
ら
在
校
生
へ
の
引
き


継
ぎ
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


　


式
で
は
、
指
導
に
あ
た
っ
た
通


鯨
唄
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
見
守
る


中
、
児
童
全
員
で
鯨
唄
「
祝
え
目


出
度
」
を
唄
い
、
続
い
て
２
人
の


卒
業
生
に
向
け
て
、
在
校
生
だ
け


で
鯨
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。


　


在
校
生
に
法
被
を
手
渡
し
た
６


年
生
の
村
田
奈
央
さ
ん
と
村
田
実


洸
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
伝
統
を


引
き
継
い
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ


い
」
と
述
べ
ま
し
た
。


市
内
中
学
校
で
「
卒
業
式
」


思
い
出
を
胸
に
羽
ば
た
く


　


市
内
の
中
学
校
で
3
月
12
日


（木）
、
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


仙
崎
中
学
校
で
は
、男
子
29
人
、


女
子
34
人
の
計
63
人
が
卒
業
を
迎


え
、
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
山
近


洋
祐
校
長
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡


さ
れ
ま
し
た
。


　


山
近
校
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
夢


に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
て
く
だ


さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。


　


卒
業
生
を
代
表
し
て
岡
村
佳
寛


さ
ん
が
部
活
で
の
思
い
出
を
語


り
、「
先
生
や
仲
間
に
支
え
ら
れ


て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。


す
べ
て
の
人
に
感
謝
し
た
い
と
思


い
ま
す
」と
答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。


　


こ
の
春
卒
業
を
迎
え
た
中
学
生


は
、市
内
６
校
で
計
335
人
で
し
た
。


大
浦
地
区
大
火
防
ぎ
ょ
訓
練


自
ら
の
手
で
地
域
を
守
る


　


平
成
24
年
11
月
に
市
内
湊
地
区


で
発
生
し
た
大
規
模
建
物
火
災
を


教
訓
に
作
成
さ
れ
た
、
特
殊
地
域


警
防
計
画
に
基
づ
く
大
火
防
ぎ
ょ


訓
練
が
３
月
１
日
（日）
、
油
谷
大
浦


地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


地
区
住
民
、長
門
市
消
防
本
部
、


長
門
市
消
防
団
な
ど
合
わ
せ
て
約


200
人
が
参
加
し
ま
し
た
。


　


午
前
９
時
に
住
宅
か
ら
火
災
が


発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
訓
練
は


始
ま
り
、
119
番
通
報
や
出
動
命
令


な
ど
の
確
認
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、


放
水
訓
練
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し


た
。
訓
練
後
、
流
田
寿
雄
消
防
団


長
が
、「
火
災
は
地
域
住
民
の
初


期
消
火
が
と
て
も
大
切
。
今
日
の


手
順
を
し
っ
か
り
守
り
、
い
ざ
と


い
う
と
き
に
は
対
応
を
お
願
い
し


ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。


油
谷
小
学
校
「
バ
ス
の
乗
り
方
教
室
」


身
近
な
交
通
機
関
に
親
し
む


　


３
月
16
日
（月）
、
ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や


駐
車
場
で
、
バ
ス
へ
の
理
解
を
深


め
る
た
め
の
「
バ
ス
の
乗
り
方
教


室
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。


　


油
谷
小
学
校
６
年
生
24
人
が
参


加
し
、「
バ
ス
乗
車
体
験
」
な
ど


を
通
じ
て
、
乗
車
券
の
取
り
方
や


支
払
い
方
を
学
び
、
バ
ス
を
身
近


に
感
じ
て
い
ま
し
た
。


▲火災現場へ急ぐ消防団員


▲消火栓の使い方について説明を受ける


広
報「
な
が
と
」デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
、オ
ー
プ
ン


　


合
併
前
の
旧
長
門
市
・
三
隅


町
・
日
置
町
・
油
谷
町
の
広
報
紙


を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー


ジ
上
で
閲
覧
で
き
る
「
広
報
『
な


が
と
』
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」


が
合
併
10
周
年
と
な
る
３
月
22


日
（日）
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。


　


長
門
市
合
併
10
周
年
記
念
事


業
と
し
て
、
県
内
で
初
め
て
取


り
組
ん
だ
も
の
で
、
デ
ジ
タ
ル


化
す
る
こ
と
で
広
報
紙
の
劣
化


を
防
ぎ
、
資
料
と
し
て
誰
も
が


閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い


ま
す
。


ア
ド
レ
ス
はhttp://


に
続
け
て
、


w
w
w
.nagato-archives.jp


で
す
。


※
ア
ー
カ
イ
ブ
＝
書
庫
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静
寂
な
弓
道
場
に
響
き
渡
る
的
中
音
。


美
し
い
所
作
で
弓
を
引
く
奈
古
さ
ん
の
姿


が
あ
り
ま
し
た
。


　


弓
道
は
、
弓
で
矢
を
射
て
、
的
に
あ
て


る
一
連
の
所
作
を
通
し
て
心
身
を
鍛
錬
す


る
日
本
の
武
道
で
す
。


　


一
般
的
に
的
中
率
を
重
ん
じ
る
の
が
高


校
弓
道
で
す
が
、
大
津
緑
洋
高
校
弓
道
部


は
、
弓
を
引
く
ま
で
の
正
し
い
動
作
、
射


型
を
重
視
し
て
い
ま
す
。


　


２
年
に
満
た
な
い
経
験
で
２
段
を
取
得


し
た
り
、
個
人
で
全
国
大
会
に
出
場
し
た


り
と
、
め
き
め
き
そ
の
腕
を
上
げ
た
奈
古


さ
ん
で
す
が
、
こ
の
上
達
の
裏
に
は
悔
し


い
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
９
月
に
中


国
大
会
を
目
指
し
て
出
場
し
た
新
人
戦
団


体
で
惨
敗
。
悔
し
涙
を
流
し
た
チ
ー
ム
は


変
わ
り
ま
し
た
。
練
習
で
も
部
員
全
員
で


試
合
の
空
気
感
を
作
り
、
今
ま
で
以
上
に


厳
し
く
所
作
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
そ
し


て
、
一
人
ひ
と
り
が
己
と
向
き
合
っ
て
個


を
高
め
た
大
津
緑
洋
高
校
弓
道
部
は
、
団


体
戦
で
中
国
大
会
出
場
を
目
指
し
ま
す
。


　


袴
姿
や
弓
を
引
く
先
輩
の
美
し
い
姿
に


憧
れ
て
始
め
た
弓
道
。
学
業
と
の
両
立
に


悩
み
、
退
部
を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し


た
が
、
奈
古
さ
ん
に
と
っ
て
な
く
て
は
な


ら
な
い
存
在
。「
前
向
き
に
考
え
る
よ
う


自
分
を
変
え
て
く
れ
た
。
弓
を
引
く
こ
と


は
生
活
の
一
部
」
と
話
す
奈
古
さ
ん
の
人


生
は
、
弓
道
と
と
も
に
あ
り
ま
す
。


門の長 門の


奈
な ご


古 澄
す み か


香（17）
平成 9年 7月生まれ、仙崎錦町在住。大津緑洋高校入学後に弓道を
始める。昨年の 11月に行われた第 33回全国高等学校弓道選抜大会
山口県予選「女子個人の部」で優勝し、鹿児島県で行われた全国大
会に出場。3年生となった現在は、部員をまとめる副主将を務める。
4月 26 日（日）に長門市武道館弓道場で行われる第 44 回長門市武
道館落成記念弓道大会に出場予定。平均的中率約50％。段位は2段。
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イ
ベ
ン
ト
を
応
援
す
る
「
ふ
る
さ
と
キ
ラ
リ
賞
」


通
く
じ
ら
祭
り
実
行
委
員
会
が
受
賞
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タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
研
修
会


タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
授
業
に


　


タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
を
普
及
さ
せ
よ


う
と
２
月
28
日
（土）
、
深
川
小
学
校


で
小
学
校
教
員
を
対
象
に
タ
グ
ラ


グ
ビ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
研
修
会
が


開
催
さ
れ
、
長
門
市
・
下
関
市
・


萩
市
の
小
学
校
の
教
師
約
30
人
が


受
講
し
ま
し
た
。


　


社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
の
九


州
電
力
キ
ュ
ー
デ
ン
ヴ
ォ
ル
テ
ク


ス
の
選
手
た
ち
が
講
師
を
務
め
、


ル
ー
ル
や
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
の
特
徴


に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。


　


参
加
者
は
、
講
師
の
説
明
を
受


け
な
が
ら
、
体
の
動
か
し
方
や


ボ
ー
ル
を
使
っ
た
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
な


ど
を
行
い
、
実
際
の
授
業
に
取
り


入
れ
る
工
夫
な
ど
に
つ
い
て
学
び


ま
し
た
。


▲タグラグビーを体験する参加者


第
67
回
優
良
公
民
館
表
彰
を
受
賞


地
域
住
民
の
学
習
活
動
に
貢
献


　


第
67
回
優
良
公
民
館
表
彰
で
長


門
市
中
央
公
民
館
が
表
彰
を
受


け
、
３
月
４
日
（水）
に
文
部
科
学
省


第
二
講
堂
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま


し
た
。
藤
本
館
長
は
「
こ
の
表
彰


は
、
公
民
館
の
活
動
や
運
営
に
関


わ
っ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
の
す


ば
ら
し
い
取
り
組
み
に
よ
る
も


の
」
と
表
彰
を
喜
び
ま
し
た
。


　
「
通
く
じ
ら
祭
り
」
を
主
催
す


る
同
実
行
委
員
会
が
、（
一
財
）
地


域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
ふ


る
さ
と
キ
ラ
リ
賞
」
を
受
賞
し
、


３
月
10
日
（火）
、
大
西
市
長
に
報
告


し
ま
し
た
。


　


こ
の
賞
は
、
全
国
で
開
催
さ
れ


る
地
域
の
活
力
を
生
み
出
す
イ
ベ


ン
ト
を
表
彰
し
、
さ
ら
な
る
発
展


を
応
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て


い
ま
す
。


　


通
く
じ
ら
祭
り
は
、
鯨
墓
建
立


300
年
を
記
念
し
て
平
成
４
年
に
始


ま
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
、「
古
式
捕


鯨
」「
鯨
唄
」
な
ど
の
伝
統
文
化


を
地
元
有
志
が
継
承
し
、
住
民
と


一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
運
営
し


て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。


▲「クジラ文化を発信したい」と安森藤吾実行委員長（中央）


認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座


安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
に


　


３
月
11
日
（水）
、
明
倫
小
学
校
で


認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
が


行
わ
れ
、
明
倫
小
学
校
５
年
生
24


人
が
受
講
し
ま
し
た
。
認
知
症
の


知
識
や
対
応
方
法
を
学
ん
だ
児
童


は「
認
知
症
を
知
る
こ
と
が
で
き


て
良
か
っ
た
。
困
っ
て
い
る
人
を


見
か
け
た
ら
優
し
く
声
を
か
け
た


い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。








らしの情報く
市
か
ら
の


お
知
ら
せ


く
ら
し
の
情
報


1819


国
保
・
介
護
・
後
期
高
齢
者
医
療


保
険
料
の
仮
徴
収
に
つ
い
て


　


平
成
27
年
２
月
の
保
険
料
を
年
金


か
ら
の
天
引
き（
特
別
徴
収
）に
よ
っ


て
納
め
て
い
る
人
は
、
２
月
の
保
険


料
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・
８
月
支


給
の
年
金
か
ら
仮
徴
収
し
ま
す
。


　


な
お
、
10
月
以
降
の
保
険
料
は
、


６
月
中
旬
に
発
送
予
定
の
保
険
料
額


決
定
通
知
書
（
後
期
高
齢
者
医
療
保


険
は
７
月
中
旬
）
記
載
の
と
お
り
、


新
た
に
決
定
し
た
１
年
間
の
保
険
料


か
ら
、
す
で
に
仮
徴
収
し
た
金
額
を


差
し
引
き
、
残
り
の
額
を
10
月
・
12


月
・
翌
年
２
月
支
給
の
年
金
か
ら
３


回
に
分
け
て
徴
収
し
ま
す
。


■
特
別
徴
収
の
中
止
に
つ
い
て


　


国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢


者
医
療
保
険
の
保
険
料
に
つ
い
て


は
、
滞
納
が
な
い
人
に
限
っ
て
特
別


徴
収
を
中
止
し
、
口
座
振
替
に
変
更


す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。


　


な
お
、介
護
保
険
料
に
つ
い
て
は
、


特
別
徴
収
を
中
止
す
る
こ
と
が
で
き


固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
を


縦
覧
で
き
ま
す


■�


期
間　


４
／
１�


（水）
～
６
／
１�


（月）


８
：
30
～
17
：
15


※
土
曜
日
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く


■�


場
所　


本
庁
税
務
課
、
各
支
所


※
支
所
は
そ
の
地
区
分
の
み


■�


縦
覧
制
度　


自
己
の
資
産
と
他
の


資
産
の
評
価
を
比
較
し
て
、
自
己


の
資
産
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か


を
判
断
で
き
る
よ
う
に
、
土
地
価


格
等
縦
覧
帳
簿
ま
た
は
家
屋
価
格


等
縦
覧
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き


る
制
度
で
す


■�


記
載
内
容


・
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿


　


所
在
、
地
番
、
地
目
、
地
積
、
価


　


格
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿


　


所
在
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、


　


床
面
積
、
建
築
年
次
、
価
格


■�


縦
覧
で
き
る
人　


固
定
資
産
税
の


納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
同
居
の


親
族
、
共
有
者
（
連
帯
納
税
義
務


者
）、
所
有
者
の
相
続
人
、
固
定


資
産
税
の
納
税
管
理
人
、
納
税
者


か
ら
委
任
を
受
け
た
人（
委
任
状


が
必
要
）


※�


運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で


き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い


■�


路
線
価
な
ど
の
公
開


　


路
線
価
・
標
準
宅
地
の
価
格
に
つ


い
て
公
開
し
ま
す
。


※
公
開
場
所
は
本
庁
税
務
課


■�


固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
へ
の


審
査
申
出
期
間


　


�


４
／
１
（水）
か
ら
納
税
通
知
書
の
交


付
を
受
け
た
日
後
60
日
ま
で


■�


問
い
合
わ
せ　


税
務
課
固
定
資
産


税
係　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
２
５


子
育
て
世
帯
へ


商
品
券
を
支
給
し
ま
す


　


市
で
は
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時


的
な
支
援
策
と
し
て
、
商
品
券
の
支


給
事
業
を
行
な
い
ま
す
。


　


対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に


は
、
受
付
期
間
ま
で
に
案
内
文
書
を


送
付
し
ま
す
。


■
申
請
受
付
期
間


　


４
／
28�


（火）
～
６
／
30�


（火）
ま
で


※
平
日
の
８
：
30
～
17
：
15
ま
で


■�


申
請
・
交
付
方
法　


自
動
車
運
転


免
許
証
な
ど
の
公
的
本
人
確
認
書


類
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
本
庁
福


祉
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い


■�


商
品
券　


子
ど
も
の
人
数
に
関
係
な


く
１
世
帯
に
つ
き
１
０
、
０
０
０
円


※
１
、
０
０
０
円
券
×
10
枚
つ
づ
り


※
市
内
で
の
み
使
用
可
能


※
使
用
期
限
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早


　


め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い


■�


問
い
合
わ
せ　


福
祉
課
福
祉
係


℡
23
‐
１
１
５
７


日
置
星
空
教
室
受
講
生
募
集


　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で


は
、
市
内
小
学
生
を
対
象
に
平
成
27


年
度
星
空
教
室
受
講
生
を
次
の
と
お


り
募
集
し
ま
す
。


■
教
室　


年
10
回
程
度
開
催
予
定


※
日
程
は
受
講
生
に
通
知
し
ま
す


■
場
所　


日
置
小
学
校
天
体
ド
ー
ム


■
対
象　


小
学
４
・
５
・
６
年
生


※
保
護
者
に
よ
る
送
迎
が
可
能
で
あ


　


る
こ
と


危
険
物
取
扱
者
試
験︵
前
期
︶


■�


試
験
種
別　


甲
種
、
乙
種
、
丙
種


■�


願
書
受
付
期
間


・�


書
面
申
請　


４
／
10�


（金）
～
21�


（火）


・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
子
申
請


　
　
　
　
　
　


４
／
７
（火）
～
18�


（土）


※�


イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申


請
が
可
能
で
す
。（
一
財
）
消
防


試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー


ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い


　


http://w
w
w
.shoubo-shiken.or.jp


※�


願
書
は
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物


係
お
よ
び
西
消
防
署
に
あ
り
ま
す


■�


試
験
日　


６
／
14�


（日）


※�


時
間
は
試
験
種
別
で
異
な
り
ま
す


※
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す


※�


乙
種
、
丙
種
は
資
格
制
限
が
あ
り


ま
せ
ん


■�


試
験
会
場
︵
乙
種
第
４
類
・
丙
種
︶


　


�


長
門
総
合
病
院
デ
イ
ケ
ア
セ
ン


タ
ー
２
階


※�


甲
種
、乙
種
第
１
類
・
２
類
・
３
類
・


５
類
・
６
類
に
つ
い
て
は
長
門
市


以
外
の
市
で
実
施
さ
れ
ま
す


■�
試
験
準
備
講
習
会
日
時


・
５
／
28�
（木）　


９
：
00
～
16
：
00


・
５
／
29�
（金）　


９
：
00
～
16
：
00


■
場
所　


長
門
市
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー


※
希
望
者
の
み
で
す


※
受
講
料
が
必
要
と
な
り
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


　


消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係　
　


℡
22
‐
５
２
９
６


長
門
市
中
央
公
民
館
ま
つ
り


■
日
時　


４
／
25�


（土）
、
26�


（日）


　


９
：
00
～
16
：
00


※
26
日
は
15
：
00
ま
で


■�


内
容　


ス
テ
ー
ジ
発
表
、
作
品
展


示
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
バ
ザ
ー


■�


会
場　


長
門
市
中
央
公
民
館


■�


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
中
央
公
民
館　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
８
１


病
児
・
病
後
児
保
育
事
業


の
利
用
時
間
拡
充


　


病
児
・
病
後
児
保
育
と
は
、
子
ど


も
が
風
邪
を
引
く
な
ど
し
て
保
育
施


設
や
学
校
な
ど
を
休
ま
せ
な
け
れ
ば


な
ら
な
い
場
合
に
、
保
護
者
に
代


わ
っ
て
、
病
院
な
ど
の
施
設
で
子
ど


も
を
保
育
す
る
制
度
で
す
。


　


病
児
保
育
は
、
岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク


で
診
察
後
、
な
が
と
キ
ッ
ズ
メ
デ
ィ


カ
ル
ケ
ア
ル
ー
ム
で
保
育
を
行
っ
て


い
ま
す
。


■
利
用
時
間　


︻
変
更
前
︼


・
月
～
金
曜
日　


８
：
30
～
18
：
00


・
土
曜
日　
　
　


８
：
30
～
12
：
00


︻
変
更
後
︼


・
月
～
金
曜
日　


８
：
00
～
18
：
00


・
土
曜
日　
　
　


８
：
00
～
12
：
00


※
日
曜
日
・
祝
日
な
ど
は
休
み
で
す


※
原
則
、
前
日
ま
で
に
電
話
予
約
が


　


必
要
で
す


■
利
用
料
金


・
一
般
の
世
帯


　


１
人
１
日　


２
、
０
０
０
円


・
市
民
税
非
課
税
世
帯


　


１
人
１
日　


１
、
０
０
０
円


・
生
活
保
護
世
帯　


無
料


※
利
用
方
法
は
直
接
施
設
に
問
い
合


　


わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
施
設�


利
用
の
問
い
合
わ
せ


　


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク


　


℡
22
‐
２
７
１
７


■�


問
い
合
わ
せ　


子
育
て
支
援
課


℡
23
‐
１
１
５
６


ま
せ
ん
。


※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■�


問
い
合
わ
せ


　


保
険
課
賦
課
管
理
係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
０


℡
23
‐
１
１
４
３


全
国
大
会
出
場


お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す


●�


２
０
１
５
全
日
本
綱
引
選
手
権
大


会
／
３
月
８
日
／
東
京
都
世
田
谷


区
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合


運
動
場
体
育
館


　
︻
俵
山
Ｔ
Ｃ
︼


　


河
地��


茂
一　
　


伊
藤��


隆
夫


　


福
本��


道
晴　
　


本
田��


勝
規


　


増
野��


亨　
　
　


梅
田��


信
司


　


増
野��


敏
之　
　


坂
田��


美
継


　


三
浦��


浩
一　
　


加
藤��


広
嗣


　


坂
辻��


満　
　
　


藤
部��


拓
也


●�


第
26
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ー


ト
大
会
／
３
月
19
日
～
3
月
22
日


／
静
岡
県
浜
松
市
天
竜
ボ
ー
ト
場


　


山
田��


由
佳（
大
津
緑
洋
高
校
１
年
）


●�


は
ま
な
す
杯
第
９
回
全
国
中
学
生


空
手
道
選
抜
大
会
／
３
月
28
日
～


3
月
30
日
／
北
海
道
北
広
島
市
総


合
体
育
館


　


酒
井��


瑞
希（
菱
海
中
学
校
２
年
）▲酒井�瑞希�さん ▲山田�由佳�さん


▲俵山ＴＣの皆さん


日
置
健
康
づ
く
り


歩
け
歩
け
大
会
参
加
者
募
集


　


子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
幅
広
い


人
を
対
象
に
グ
ル
ー
プ
参
加
に
よ
る


ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ


体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。


■
日
時　


４
／
29�


（水）��


み
ど
り
の
日


　


９
：
30
～
14
：
30


※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す


■�


コ
ー
ス　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ


ン
タ
ー
～
千
畳
敷
（
約
６
キ
ロ
）


※
帰
路
は
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎


■
参
加
費　


無
料


■
持
参
物　


弁
当
・
水
筒
・
タ
オ
ル


※
昼
食
時
に
は
、
豚
汁
を
無
料
配
布


■
申
込
方
法　


各
公
民
館
に
備
え
付


　


け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記


　


入
の
上
、
日
置
農
村
環
境
改
善
セ


　


ン
タ
ー
に
提
出
す
る


■
申
込
期
限　


４
／
22�


（水）


■�


問
い
合
わ
せ


　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　


℡
37
‐
２
３
４
０


■
定
員　


20
人
程
度
（
先
着
）


■
参
加
費　


無
料


■
申
込
締
切　


４
／
30�


（木）


■
申
込
場
所　


各
公
民
館


■�


問
い
合
わ
せ


　


日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　


℡
37
‐
２
３
４
０


平
成
27
年
度


介
護
保
険
制
度
改
正


　


平
成
27
年
４
月
か
ら
、
特
別
養
護


老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
基
準
が
変
わ


り
、
新
規
入
所
は
原
則
要
介
護
３
以


上
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。


　


た
だ
し
、
３
月
以
前
か
ら
の
入
所


で
あ
れ
ば
、
要
介
護
１
・
２
（
要
介


護
３
以
上
で
入
所
し
た
の
ち
要
介
護


１
・
２
に
改
善
し
た
場
合
を
含
む
）


の
人
で
も
、
引
き
続
き
入
所
で
き
る


経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す
。


　


ま
た
４
月
以
降
で
も
、
や
む
を
得


な
い
事
情
が
あ
れ
ば
要
介
護
１
・
２
の


人
に
も
特
例
入
所
が
認
め
ら
れ
ま
す
。


■�


問
い
合
わ
せ


　


福
祉
課
介
護
支
援
係　
　
　
　
　


℡
23
‐
１
１
５
８


2015.4.1







2015.4.1 2021


高
齢
者
肺
炎
球
菌


ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種


　


平
成
27
年
度
、
国
が
定
め
た
高
齢


者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の


対
象
者
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。


　


か
か
り
つ
け
医
に
相
談
の
上
、
接


種
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
こ
れ


ま
で
に
受
け
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対


象
外
で
す
。


■�


接
種
期
間


　


４
／
１
�（水）
～
平
成
28
年
３
／
31�


（木）


■�


自
己
負
担
額　


２
、７
９
０
円


生　年　月　日
��昭和 25 年４月２日生�～�昭和 26 年４月１日生
��昭和 20 年４月２日生�～�昭和 21 年４月１日生
��昭和 15 年４月２日生�～�昭和 16 年４月１日生
��昭和 10 年４月２日生�～�昭和 11 年４月１日生
��昭和��５年４月２日生�～�昭和���６年４月１日生
��大正14 年４月２日生�～�大正 15 年４月１日生
��大正���９年４月２日生�～�大正 10 年４月１日生
��大正��４年４月２日生�～�大正��５年４月１日生


年　齢
65 歳
70 歳
75 歳
80 歳
85 歳
90 歳
95 歳
100 歳


予防接種対象者生年月日


■�


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　


　


℡
23
‐
１
１
３
２


小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン


補
助
的
追
加
接
種
費
用
助
成


　


市
で
は
、
１
歳
以
上
５
歳
未
満
で


平
成
25
年
10
月
31
日
ま
で
に
小
児
用


肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
規
定
回
数
を


終
了
し
て
い
る
人
が
任
意
で
追
加
接


種
す
る
場
合
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費


用
を
一
部
助
成
し
て
い
ま
す
。


　


市
で
把
握
し
て
い
る
接
種
歴
か
ら


対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
、
個
別
に


お
知
ら
せ
し
ま
す
。


　


な
お
、
長
門
市
に
転
入
し
た
人
な


ど
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
接
種
歴


が
分
か
ら
ず
に
案
内
が
届
か
な
い
場


合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ


て
く
だ
さ
い
。


■�


接
種
期
間


　


４
／
１
�（水）
～
平
成
28
年
３
／
31�


（木）


■
自
己
負
担
額　


医
療
機
関
で
の
接


　


種
費
用
か
ら
７
、０
０
０
円
を
引


　


い
た
額


※
接
種
費
用
は
、
医
療
機
関
に
よ
り


　


異
な
り
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　


　


℡
23
‐
１
１
３
２


■
ふ
ん
・
尿
の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う


　


散
歩
の
時
は
、
ふ
ん
の
持
ち
帰
り


に
使
う
ビ
ニ
ー
ル
袋
と
尿
を
流
す
た


め
の
水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な


ど
の
用
意
が
必
要
で
す
。


　


散
歩
中
に
ふ
ん
を
さ
せ
た
時
は
、


必
ず
家
に
持
ち
帰
っ
て
処
理
し
ま


し
ょ
う
。


　


ま
た
尿
を
さ
せ
る
場
所
は
、
他
人


の
ド
ア
や
塀
な
ど
を
避
け
る
よ
う
に


心
配
り
を
し
て
、
さ
せ
た
と
き
は
水


で
洗
い
流
す
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。


■
放
し
飼
い
は
違
法
で
す


　


公
共
の
場
で
の
放
し
飼
い
は
、
多


く
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
と
同
時


に
、
犬
に
と
っ
て
も
交
通
事
故
な
ど


の
危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
必
ず
つ


な
い
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。


　


散
歩
の
時
は
、
必
ず
引
き
綱


（
リ
ー
ド
）
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
突


然
人
を
か
ん
だ
り
、
飛
び
つ
い
た
り


し
て
怪
我
を
負
わ
せ
る
場
合
が
あ
り


ま
す
。
リ
ー
ド
が
長
す
ぎ
て
も
、
歩


行
者
や
自
転
車
と
接
触
す
る
危
険
が


あ
る
た
め
、
リ
ー
ド
の
長
さ
に
も
注


意
し
て
く
だ
さ
い
。
必
ず
犬
を
制
御


で
き
る
人
が
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。


■
無
駄
ぼ
え
を
さ
せ
な
い
よ
う
に
し


　


ま
し
ょ
う


　


飼
い
主
が
気
に
な
ら
な
い
鳴
き
声


で
も
、
近
所
が
大
迷
惑
し
て
い
る
場


合
が
あ
り
ま
す
。


　


無
駄
ぼ
え
の
原
因
を
見
極
め
て
対


応
す
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
飼
主
の
き


ち
ん
と
し
た
飼
い
方
で
改
善
す
る
こ


と
が
出
来
ま
す
。
無
駄
ぼ
え
の
原
因


と
し
て
は
、


・
飼
い
主
の
注
意
を
引
く
た
め


・
運
動
不
足
な
ど
に
よ
る
ス
ト
レ
ス


・
威
嚇
・
恐
怖
の
た
め
（
見
知
ら
ぬ


　


人
が
来
た
り
、
車
が
通
っ
た
り
す


　


る
時
）


な
ど
が
あ
り
ま
す
。


■
鑑
札
・
注
射
済
票
を
つ
け
ま
し
ょ
う


　


犬
の
飼
い
主
は
鑑
札
、
注
射
済
票


を
犬
に
つ
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら


れ
て
い
ま
す
。


　


万
が
一
迷
子
に
な
っ
た
時
、
鑑
札


は
飼
い
主
を
探
す
最
も
有
効
な
手
が


か
り
と
な
り
ま
す
。


■
最
後
ま
で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま


　


し
ょ
う


　


犬
も
家
族
の
一
員
で
す
。
最
後
ま


で
責
任
を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。


ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
と
き


は
、
自
ら
責
任
を
持
っ
て
も
ら
っ
て


く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ
う
。
捨
て


犬
が
野
良
犬
と
な
っ
て
、
近
所
に
迷


惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ど


ん
な
理
由
で
も
飼
っ
て
い
る
犬
を
捨


て
な
い
で
く
だ
さ
い
。


■
問
い
合
わ
せ


　


生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係


　


℡
23
‐
１
１
３
４


４
月
は
犬
の
飼
い
方
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
月
間
で
す


　
　
　
　
〜
あ
な
た
の
犬
は
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
〜


　


犬
は
人
の
心
を
癒
し
、
心
を
豊
か
に
す
る
存
在
と
し
て
多
く
の
人
に
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、


そ
の
一
方
で
心
な
い
一
部
の
マ
ナ
ー
に
欠
け
た
行
為
が
原
因
で
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
が
あ
と


を
た
ち
ま
せ
ん
。
犬
を
飼
う
人
は
、
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
飼
い
方
を
す
る


こ
と
が
必
要
で
す
。
改
め
て
正
し
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
か
注
意
し
て
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。


実施月日 相談内容 相談場所


４月


６日（月）行政相談 日置支所
７日（火）行政相談 三隅支所
14日（火）行政相談 ラポールゆや


15日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
22日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


5 月


７日（木）行政相談 日置支所
12日（火）行政相談 ラポールゆや
13日（水）無料法律相談 三隅支所
20日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
27日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


6 月


１日（月）


人権特設相談
長門市役所１階市民相談室
三隅支所


人権特設相談・
日置支所（合同相談）


行政相談
人権特設相談 ラポールゆや


２日（火）行政相談 三隅支所
９日（火）行政相談 ラポールゆや
17日（水）人権・行政相談 仙崎公民館（合同相談）
24日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


7 月


６日（月）行政相談 日置支所
８日（水）無料法律相談 日置支所
14日（火）行政相談 ラポールゆや
15日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室
22日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


8 月


３日（月）人権・行政相談 日置支所（合同相談）
４日（火）行政相談 三隅支所
11日（火）行政相談 ラポールゆや


19日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）
26日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


9 月


１日（火）人権・行政相談 三隅支所（合同相談）
７日（月）行政相談 日置支所
８日（火）行政相談 ラポールゆや
９日（水）無料法律相談 ラポールゆや
16日（水）人権・行政相談 通公民館（合同相談）
30日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


平成27年度 市民相談関係日程表


■消費生活に関する相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：00
・窓口　本庁１階消費生活センター
・問い合わせ　長門市消費生活センター　℡23-1115
■市民相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：15
・窓口　本庁１階市民相談係
・問い合わせ　市民課市民相談係　℡23-1299
■年金相談
・日時　第２・４木曜日��10:00～12:00��13:00～16:00
・場所　本庁３階会議室
・問い合わせ　市民課窓口係　℡23-1226
■配偶者暴力相談
・日時　月～金曜日（祝日除く）８：30～17：15
・窓口　本庁１階市民相談係


・問い合わせ　市民課市民相談係　℡23-1299
■その他の相談
・市ホームページ／くらしのガイド／市民相談で確認で
　きます　http://www.city.nagato.yamaguchi.jp/
【相談時間】
　 ▼無料法律相談（事前予約制）10：00 ～ 15：00
　　※相談時間は１人 30 分です
　○奇数月第２水曜日は、各支所を巡回開設します
　○毎月第４水曜日は、本庁で開設します
　　※祝日と重なる場合は、変更になります
　・予約先　市民課市民相談係　℡ 23‐1299


　 ▼人権・行政相談　10：00 ～ 12：00
　　※相談は無料で、秘密は厳守されます
　　※相談開設日以外でも相談可能です
■問い合わせ　市民課市民相談係　℡23-1299


実施月日 相談内容 相談場所


10月


５日（月）行政相談 日置支所


６日（火）行政相談 三隅支所


13日（火）行政相談 ラポールゆや


21日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室


28日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


11月


２日（月）行政相談 日置支所


４日（水）行政相談 三隅支所


10日（火）人権・行政相談 ラポールゆや（合同相談）


11日（水）無料法律相談 三隅支所


18日（水）人権・行政相談 俵山公民館（合同相談）


25日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


12月


１日（火）行政相談 三隅支所


７日（月）行政相談 日置支所


８日（火）行政相談 ラポールゆや


16日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）


24日（木）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


１月


４日（月）行政相談 日置支所


12日（火）行政相談 ラポールゆや


13日（水）無料法律相談 日置支所


20日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室


27日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


２月


１日（月）行政相談 日置支所


２日（火）行政相談 三隅支所


９日（火）行政相談 ラポールゆや


17日（水）人権・行政相談
長門市役所１階市民相談室


（合同相談）


24日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室


３月


１日（火）行政相談 三隅支所


７日（月）行政相談 日置支所


８日（火）行政相談 ラポールゆや


９日（水）無料法律相談 ラポールゆや


16日（水）行政相談 長門市役所１階市民相談室


23日（水）無料法律相談 長門市役所１階市民相談室
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山
口
県
立
萩
総
合
支
援
学
校


長
門
分
教
室
の
設
置


　


今
年
度
か
ら
山
口
県
立
萩
総
合
支


援
学
校
の
長
門
分
教
室
が
深
川
小
学


校
の
１
階
の
３
教
室
を
使
用
し
て
開


設
さ
れ
ま
す
。


　


「
山
口
県
特
別
支
援
教
育
ビ
ジ
ョ


ン
第
２
期
実
行
計
画
」
に
よ
り
、
障


害
が
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
市
内
で
も


総
合
支
援
学
校
の
専
門
的
な
教
育
が


受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
設


置
さ
れ
た
も
の
で
す
。


　


長
門
分
教
室
で
は
、
個
々
の
障
害


と
特
性
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
指
導


を
行
い
、
豊
か
な
感
性
と
主
体
性
、


そ
し
て
社
会
で
自
分
ら
し
く
生
き
る


力
を
育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い


ま
す
。


　


ま
た
、
障
害
の
な
い
子
ど
も
た
ち


や
地
域
の
人
と
の
相
互
理
解
を
深
め


る
た
め
の
交
流
や
共
同
学
習
も
行
わ


れ
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ　


学
校
教
育
課


　


℡
22
‐
３
５
１
３


住
宅
用
太
陽
光
発
電


シ
ス
テ
ム
の
補
助
制
度


　


環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自
然
エ


ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
積
極
的
に
支
援


す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
対


策
を
推
進
す
る
た
め
、
市
内
に
お
い


て
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の


設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度


を
実
施
し
て
い
ま
す
。


■�


補
助
対
象
シ
ス
テ
ム


　


太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー


　
（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
が
行
な
う
補
助


　


金
の
交
付
手
続
き
を
定
め
た
実
施


　


細
則
の
要
件
に
適
合
す
る
も
の


■�


補
助
対
象
者　


市
内
の
自
己
の
居


浄
化
槽
の
補
助
制
度


　


市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
を
保


全
す
る
と
と
も
に
、
公
衆
衛
生
の
向


上
に
寄
与
す
る
た
め
、
浄
化
槽
の
設


置
を
進
め
て
お
り
、
専
用
住
宅
に
設


置
す
る
浄
化
槽
の
設
置
費
用
の
一
部


を
補
助
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま


す
。
な
お
、
補
助
基
数
に
は
制
限
が


あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
せ


て
く
だ
さ
い
。


■�


補
助
対
象
地
域


　


�


公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
お
よ
び


農
・
漁
業
集
落
排
水
事
業
区
域
を


除
く
市
内
全
域


※
事
業
計
画
区
域
内
で
も
補
助
対
象


　


と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細


　


は
、
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い


■�


浄
化
槽
の
維
持
管
理


　


�


浄
化
槽
の
安
定
し
た
処
理
水
質
を


維
持
す
る
た
め
、
使
用
開
始
後
は


法
定
検
査
（
７
条
検
査
・
11
条
検


査
）
お
よ
び
保
守
点
検
が
義
務
付


け
ら
れ
て
い
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


　


生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
　
　


℡
23
‐
１
１
３
４


■浄化槽設置補助金額


人槽区分 補助金額


５人槽 442,000 円


７人槽 568,000 円


10人槽 802,000 円


※�単独浄化槽から合併浄化
槽への据え替えも補助対
象となります。詳細は、
問い合わせてください


家
庭
用
浄
水
器
の
補
助
制
度


　


市
で
は
、
健
康
で
快
適
な
生
活
を


営
む
た
め
に
、
安
心
し
て
飲
用
す
る


こ
と
が
で
き
る
水
の
確
保
を
目
的
に


浄
水
器
の
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助


す
る
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な


お
、
補
助
台
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま


す
の
で
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く


だ
さ
い
。


■�


補
助
対
象
地
域　


市
内
の
上
水


道
・
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
外（
営


農
飲
雑
用
水
給
水
区
域
は
除
く
）


■�


補
助
対
象
者　


対
象
地
域
に
住
所


を
有
し
、
か
つ
、
居
住
す
る
人
。


　


自
己
の
住
居
の
飲
用
水
を
供
給
す


　


る
た
め
井
戸
を
設
置
し
、
自
ら
水


　


質
検
査
を
行
っ
た
結
果
、
市
が
指


　


定
す
る
項
目
に
お
い
て
、
水
質
基


　


準
に
適
合
し
な
い
た
め
家
庭
用
浄


　


水
器
（
水
質
基
準
に
適
合
す
る
浄


　


水
能
力
を
有
す
る
も
の
に
限
る
）


　


を
設
置
す
る
人


※
一
般
細
菌
ま
た
は
大
腸
菌
を
滅
菌


　


す
る
機
器
に
つ
い
て
も
、
浄
水
器


　


と
み
な
し
ま
す


■�


指
定
項
目　


一
般
細
菌
、
大
腸


菌
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
お
よ
び
そ
の
化


合
物
、
鉛
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、


ヒ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
硝
酸


態
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、


フ
ッ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物
、
ホ


ウ
素
お
よ
び
そ
の
化
合
物


■�


浄
水
器
設
置
補
助
金
額


　


�


補
助
対
象
浄
水
器
の
設
置
に
要
す


る
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る


額
（
上
限
10
万
円
、
１
、０
０
０
円


未
満
切
り
捨
て
）


■�


問
い
合
わ
せ


　


生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
　
　


℡
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３
４


住
用
住
宅
（
併
用
住
宅
を
含
む
）


に
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
す
る


人
（
建
売
の
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅


購
入
者
を
含
む
）
で
市
税
の
滞
納


が
な
い
人


■�


設
置
補
助
金
額


　


シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池


　


モ
ジ
ュ
ー
ル
の
公
称
最
大
出
力
の


　


合
計
値
（
ｋＷ
、
小
数
点
以
下
第
１


　


位
未
満
は
切
り
捨
て
）
に
１
ｋＷ
あ


　


た
り
１
０
、０
０
０
円
を
乗
じ
た


　


額
（
上
限
５
０
、０
０
０
円
）


■�


申
請
期
間　


平
成
28
年
２
／
29�


（月）


※
上
記
の
期
間
で
予
算
の
範
囲
内
で


　


先
着
順
と
な
り
ま
す


■�


注
意
事
項　


着
工
前
に
市
へ
の
補


助
金
交
付
申
請
を
行
い
、
交
付
決


定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す


■�


問
い
合
わ
せ


　


生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係　
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健
康
な
が
と
21
推
進
協
議
会


委
員
募
集


　


市
で
は
、
平
成
25
年
度
に
健
康
増


進
計
画
を
策
定
し
、
健
康
増
進
施
策


を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
を
推


進
す
る
に
あ
た
り
、
幅
広
く
意
見
を


聞
き
、
審
議
す
る
健
康
な
が
と
21
推


進
協
議
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。


■
応
募
資
格　


健
康
づ
く
り
に
関
し


　


広
く
関
心
を
持
つ
、
市
内
在
住
の


　


20
歳
以
上
の
人


■
募
集
人
数　


２
～
３
人
程
度


■
任
期　


平
成
29
年
３
／
31�


（金）
（
予


　


定
）
ま
で


■
会
議
開
催　


健
康
増
進
計
画
の
推


　


進
や
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て


　


の
審
議
の
た
め
、
平
日
の
昼
間
に


　


会
議
を
年
２
回
程
度
開
催
し
ま
す


■
応
募
期
限　


４
／
15�


（水）


■
応
募
方
法　


健
康
増
進
課
に
備
え


　


付
け
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を


　


記
入
の
上
、
健
康
増
進
課
に
提
出


　


し
て
く
だ
さ
い


※
応
募
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ


　


か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す


※
応
募
の
結
果
は
、
文
書
で
通
知
し


　


ま
す


■
応
募
・�


問
い
合
わ
せ


　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　
　


　


℡
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２


下
水
道
排
水
設
備
工
事


責
任
者
技
術
試
験


■
日
時　


７
／
10�


（金）


　


10
：
30
～
12
：
30


■�


場
所　


山
口
県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク


■�


受
付
期
間　


４
／
28�


（火）
～
５
／
19�


（火）


■�
問
い
合
わ
せ　


下
水
道
課
業
務
係


℡
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平
成
26
年
度  


長
門
市
教
育
特
別
表
彰


【
文
化
部
門
】


◆
第
36
回
全
国
海
の
子
絵
画
展


　
全
漁
連
会
長
賞


　
荒
川 


さ
く
ら
（
仙
崎
小
学
校
４
年
）


◆
第
67
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会


　
推
奨


　
谷  


和
輝
（
深
川
小
学
校
３
年
）


　
津
谷 


七
海
（
深
川
小
学
校
４
年
）


　
田
村 


直
己
（
明
倫
小
学
校
３
年
）


　
吉
田 


直
矢
（
菱
海
中
学
校
２
年
）


　
岡  


瑞
貴
（
三
隅
中
学
校
３
年
）


◆
第
55
回
山
口
県
幼
児
児
童
生
徒
版
画


　
作
品
展
覧
会　
推
奨


　
山
田 


梨
菜
（
神
田
小
学
校
４
年
）


　
橋
本 


修
斗
（
仙
崎
小
学
校
６
年
）


　
伯
耆 


翔
太
（
三
隅
中
学
校
１
年
）


　
齋
藤 


加
奈
恵
（
三
隅
中
学
校
３
年
）


◆
平
成
26
年
度
山
口
県
交
通
安
全


　
作
文
の
部　
最
優
秀
賞


　
佐
藤 


夢
子
（
仙
崎
中
学
校
３
年
）


◆
第
39
回
「
小
さ
な
親
切
」
作
文


　
コ
ン
ク
ー
ル　
優
秀
賞


　
福
嶋 


愛
羅
（
仙
崎
中
学
校
３
年
）


◆
第
59
回
青
少
年
読
書
感
想
文
全
国


　
コ
ン
ク
ー
ル　
サ
ン
ト
リ
ー
奨
励
賞


　
五
嶋 


大
輔
（
三
隅
中
学
校
３
年
）


◆
第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動　


　
作
文
コ
ン
テ
ス
ト


　
山
口
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞


　
伊
藤 


禎
晟
（
深
川
中
学
校
３
年
）


受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
学
校
・
学
年
は
３
月
現
在
・
敬
称
略
）


【
体
育
部
門
】


◆�


第
50
回
中
国
相
撲
選
手
権
大
会


　
団
体
３
位


　
佐
藤 


銀
河
（
仙
崎
小
学
校
６
年
）


◆�


山
口
県
小
学
校
通
信
陸
上
競
技
大
会


５
年
男
子
走
り
幅
跳
び　
第
１
位　


　
柳
井 


颯
太
（
深
川
小
学
校
５
年
）


　
６
年
女
子
走
り
幅
跳
び　
第
１
位


　
三
浦 


萌
華
（
深
川
小
学
校
６
年
）


　
６
年
男
子
走
り
幅
跳
び　
第
１
位


　
野
村  


潤
（
深
川
小
学
校
６
年
）


　
５
年
男
子
１
０
０
０
Ｍ
走　
第
１
位


　
原
川 


翔
太
（
明
倫
小
学
校
5
年
）


　
６
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ


　
第
１
位


　
村
岡 


慶
紀
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


◆�


山
口
県
小
学
校
通
信
水
泳
競
技
大
会


50
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　
第
１
位


　
角
野  


翼
（
浅
田
小
学
校
５
年
）


◆�


第
30
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会


　
長
門
予
選
会
６
年
の
部　
優
勝


　
全
国
大
会
出
場


　
上
田 


久
祥
（
深
川
小
学
校
６
年
）


◆
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク　


　
カ
ッ
プ
第
27
回
全
日
本
小
学
生


　
相
撲
優
勝
大
会
個
人　
第
３
位


　
中
谷 


太
星
（
油
谷
小
学
校
５
年
）


◆�


は
ま
な
す
杯
第
９
回
全
国
中
学
生


　
空
手
道
選
抜
大
会
山
口
県
予
選


　
２
年
女
子
形
の
部　
第
２
位


　
酒
井 


瑞
希
（
菱
海
中
学
校
２
年
）


◆�


第
50
回
中
国
相
撲
選
手
権
大
会


　
女
子
団
体　
第
３
位


　
佐
藤 


夢
子
（
仙
崎
中
学
校
３
年
）


◆�


第
45
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク


　


陸
上
競
技
大
会
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク


　
ス
ロ
ー　
第
１
位


　
溝
部 


綾
音
（
深
川
中
学
校
３
年
）


◆�


平
成
26
年
度
山
口
県
体
育
大
会
中
学


校
の
部
柔
道
男
子
73
㎏
級　
優
勝


　
河
本 


雄
希
（
深
川
中
学
校
３
年
）


◆
中
国
五
県
対
抗
水
泳
競
技
大
会
ジ
ュ


　
ニ
ア
女
子
100
ｍ
背
泳
ぎ　
第
１
位


　
木
原 


夏
美
（
三
隅
中
学
校
１
年
）


◆
第
49
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
山
口


　
県
大
会　
団
体
優
勝


　


第
49
回
交
通
安
全
子
供
自
転
車
全
国


　
大
会　
団
体
第
７
位


　
入
野 


祐
平
（
向
陽
小
学
校
６
年
）


　
草
場 


文
香
（
向
陽
小
学
校
６
年
）


　
長
澄  


凜
（
向
陽
小
学
校
５
年
）


　
河
田 


怜
二
（
向
陽
小
学
校
５
年
）


◆
第
39
回
山
口
県
道
場
少
年
剣
道
大
会


　
団
体
小
学
生
高
学
年
の
部　
優
勝


　


第
49
回
全
国
道
場
少
年
剣
道
大
会
小


　
学
生
生
団
体
試
合
の
部　
出
場


　
河
野  


輝
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


　
山
本 


佳
奈
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


　
杉
村 


和
俊
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


　
中
村 


鯛
介
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


　
西
岡 


良
真
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


　
島
本 


拓
海
（
油
谷
小
学
校
６
年
）


世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
説
明
会


　


平
成
27
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
第
23


回
世
界
ス
カ
ウ
ト
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
で


は
、
160
を
超
え
る
国
と
地
域
か
ら
、


３
０
、０
０
０
人
の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ


ト
た
ち
が
山
口
県
に
や
っ
て
き
ま


す
。
長
門
市
に
は
、
７
月
31
日
�（金）
か


ら
３
日
間
で
計
１
、３
６
０
人
が
訪


れ
る
予
定
で
す
。


　


こ
の
国
際
交
流
の
絶
好
の
機
会


に
、
市
で
は
海
外
の
青
少
年
と
の
交


流
を
深
め
る
た
め
に
語
学
ボ
ラ
ン


テ
ィ
ア
お
よ
び
国
際
交
流
ボ
ラ
ン


テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。


　


つ
き
ま
し
て
は
、
活
動
内
容
や
活


動
場
所
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
会
を


開
催
し
ま
す
。
な
お
、
説
明
会
は
ど


な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。


■
日
時　


５
／
９
�（土）15


：
00
～
16
：
30


■�


集
合
場
所　


長
門
市
物
産
観
光
セ


ン
タ
ー
２
階
会
議
室


■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
種
別


・
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


　


英
語
ま
た
は
フ
ラ
ン
ス
語
が
堪
能


　


で
ス
カ
ウ
ト
と
日
本
人
の
仲
介
役


　


ま
た
は
通
訳
と
な
る
人


・
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


　


英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
あ
ま
り
話


　


せ
な
い
が
ス
カ
ウ
ト
と
の
交
流
の


　


補
助
を
し
た
い
人


■
申
し
込
み
・�


問
い
合
わ
せ


　


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課


℡
23
‐
１
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2425


み
ん
な
の掲


示
板


く
ら
し
の
情
報


山
口
県


食
の
安
心
モ
ニ
タ
ー
募
集


　


県
で
は
、
日
常
の
買
い
物
を
通
じ


て
食
品
表
示
な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン


グ
す
る
「
山
口
県
食
の
安
心
モ
ニ


タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。


■
応
募
資
格　


県
内
に
在
住
の
18
歳


　


以
上
の
人


■
任
期　


委
嘱
日
～
平
成
28
年
３
月


　


31
日


■
募
集
人
員　


40
人


■
主
な
活
動
内
容　


・
日
常
の
購
買
活
動
を
通
じ
、
食
品


　


販
売
店
の
食
品
表
示
や
衛
生
管
理


　


な
ど
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ


・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
発
見
し
た
不
適


　


正
な
食
品
の
取
扱
な
ど
の
通
報


・
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加


・
地
域
住
民
か
ら
の
食
の
安
心
・


　


安
全
に
関
す
る
相
談
な
ど
へ
の
対


　


応
（
県
窓
口
へ
の
取
り
次
ぎ
）


・
活
動
状
況
の
定
期
報
告
お
よ
び
県


　


の
施
策
へ
の
提
言


■
応
募
方
法　


所
定
の
応
募
申
込
書


　


に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
長
門


　


市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込


　


ん
で
く
だ
さ
い


■
応
募
申
込
書
の
入
手
方
法


　


長
門
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
山


　


口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課
、


　


県
民
局
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に


　


用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー


　


ネ
ッ
ト
で
も
入
手
で
き
ま
す


　


http://w
w
w
.pref.yam


aguchi.


　


lg.jp/cm
s/a15300/index/


■
募
集
期
間　


４
／
16�


（木）�


必
着


■
選
考
方
法　


応
募
申
込
書
を
基


　


に
、
市
町
ご
と
の
地
域
バ
ラ
ン
ス


　


な
ど
を
考
慮
し
て
、
選
考
し
ま
す


■
そ
の
他　


採
用
の
可
否
は
、
５
月


　


上
旬
頃
に
直
接
本
人
に
連
絡


※
委
嘱
式
は
、
山
口
県
庁
に
て
５
月


　


下
旬
頃
を
予
定


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
環
境
生
活
部
生
活
衛
生
課


　


食
の
安
心
・
安
全
推
進
班


　


℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
９
７
４


し
も
の
せ
き
女
子
旅


キ
ャ
ン
ペ
ー
ン


　
﹃
し
も
の
せ
き
女
子
旅
﹄
は
、
女


性
ス
タ
ッ
フ
が
女
性
目
線
で
作
っ
た


ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、「
女
性
に
優
し


い
」「
女
性
に
嬉
し
い
」「
女
性
が
満


足
す
る
」
旅
を
提
案
し
ま
す
。


　


下
関
唐
戸
レ
ト
ロ
地
区
の
旧
秋
田


商
会
の
100
周
年
記
念
に
開
催
す
る
着


付
け
体
験「
出
張
！
れ
と
ろ
こ
ま
ち
」


で
大
正
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す


る
ほ
か
、
絶
景
が
望
め
る
温
泉
の
紹


介
、
下
関
グ
ル
メ
の
最
新
情
報
な
ど


お
得
な
情
報
満
載
で
す
。


■�


期
間　


４
／
１
（水）
～
６
／
30�


（火）


■�


ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
配
布
場
所　


下
関


駅
・
新
下
関
駅　


観
光
案
内
所
、


各
観
光
施
設
な
ど


※
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担


■�


問
い
合
わ
せ　


観
光
政
策
課


　


℡
０
８
３
‐
２
３
１
‐
１
３
５
０


潮彩だより


潮彩だより


潮彩だより


潮彩だより


長門市と下関市の情報交換コーナー 


潮
彩
だ
よ
り


長
門
市
と
下
関
市
の
情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー 


長
門
市
定
住
支
援
員
募
集


■
職
務
内
容　


定
住
希
望
者
の
支


　


援
・
相
談
業
務
お
よ
び
空
き
家
登


　


録
な
ど
定
住
環
境
整
備
業
務


■
募
集
人
数　


１
人


■
勤
務
条
件　


１
日
７
時
間
45
分
、


　


週
４
日
勤
務


■
給
与　


月
額
１
３
５
、
４
０
０
円


※
通
勤
距
離
に
よ
り
別
途
通
勤
手
当


　


相
当
額
支
給


■
雇
用
期
間　


５
／
１
�（金）
～
平
成
28


　


年
３
／
31�


（木）
（
更
新
有
）


■
資
格
な
ど
要
件


　


次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
人


①
パ
ソ
コ
ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー


　


ド
）
の
基
本
操
作
が
で
き
る
こ
と


②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る


　


こ
と


③
市
税
な
ど
の
滞
納
の
な
い
こ
と


④
市
内
の
地
理
に
詳
し
く
積
極
的
に


　


定
住
事
業
に
従
事
で
き
る
こ
と


■
選
考
方
法　


面
接
試
験


■
面
接
試
験
日　


４
月
中
旬


■
面
接
試
験
場
所　


長
門
市
役
所


■
申
込
方
法　


履
歴
書
を
企
画
政
策


　


課
へ
提
出
（
郵
送
可
）


■
申
込
締
切　


４
／
13�


（月）
必
着


■
応
募
・
問
い
合
わ
せ　


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２


長
門
市
体
育
協
会


パ
ー
ト
職
員
募
集


■
募
集
人
数　


３
人


■�


職
種　


日
直
・
夜
間
勤
務


■�


勤
務
内
容　


施
設
の
業
務
管
理
、


長
門
市
体
育
協
会
の
事
務
補
助
お


よ
び
行
事
運
営
補
助


■�


勤
務
場
所　


長
門
市
農
業
者
ト


レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー


■
勤
務
条
件　


週
３
日
程
度


※
通
勤
手
当
な
し


■
応
募
資
格　


昭
和
22
年
４
月
２
日


　


以
降
生
ま
れ
で
健
康
な
人


■
応
募
方
法　


市
販
の
履
歴
書
に
必


　


要
事
項
を
記
入
の
上
、
長
門
市
体


　


育
協
会
に
持
参
ま
た
は
郵
送


■
受
付
期
間　


４
／
１
�（水）
～
10�


（金）


■
選
考
方
法　


提
出
書
類
お
よ
び
面


　


接
な
ど
に
よ
る
選
考


■�


問
い
合
わ
せ


　


〒
７
５
９
‐
４
１
０
３


　


長
門
市
深
川
湯
本
584
番
地
２


　


長
門
市
体
育
協
会


　
　
　
　
　


℡
22
‐
３
５
４
０


平
成
27
年
度
弓
道
教
室
開
催


�


■�


日
時　


５
／
11�


（月）
～
６
／
25�


（木）


ま
で
の
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日


・
午
前
の
部　


10
：
00
～
11
：
30


・
午
後
の
部　


19
：
30
～
21
：
00


■
場
所　


長
門
市
武
道
館
弓
道
場


■
参
加
資
格　


市
内
在
住
の
高
校
生�����


　


以
上
の
人
ま
た
は
市
内
勤
務
の
人


■
会
費　


２
、０
０
０
円


※
全
日
程
の
金
額
で
途
中
か
ら
も
同


　


額
と
な
り
ま
す


※
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
も
含
み
ま
す


■
申
込
締
切　


５
／
11�


（月）


※
期
間
中
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い


　


ま
す


■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


長
門
地
区
弓
道
連
盟
事
務
局


℡
22
‐
２
３
５
４


山
口
自
死
遺
族
の
集
い


ク
ロ
ー
バ
ー


　


大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た
遺


族
が
、
体
験
や
想
い
を
安
心
し
て
語


り
合
い
、
わ
か
ち
あ
う
場
で
す
。


■�


日
時　


毎
月
第
３
土
曜
日


　


13
：
30
～
15
：
30


※
受
付
は
13
：
00
～


※
８
月
・
12
月
は
除
く


■�


場
所　


防
府
総
合
庁
舎
（
防
府
市


駅
南
町
13
‐
40
）


■
参
加
費　


200
円
（
茶
菓
子
代
と
し


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係


　


℡
23
‐
１
２
２
９


総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー


　


山
口
県
労
働
局
や
各
労
働
基
準
監


督
署
内
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー


ナ
ー
」
を
設
置
し
、
解
雇
や
配
置
転


換
、
い
じ
め
、
嫌
が
ら
せ
な
ど
労
働


問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相


談
を
面
談
や
電
話
で
受
け
付
け
て
い


ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。


■
問
い
合
わ
せ


　


萩
市
平
安
古
町
599
番
地
３


　


萩
総
合
労
働
基
準
監
督
署
内


　


℡
０
８
３
８
‐
22
‐
０
７
５
０


文
化
財
の
指
定


　


２
月
24
日
（火）
の
教
育
委
員
会
で
、


新
た
に
有
形
文
化
財
（
彫
刻
）
と
し


て
「
木
造
薬
師
如
来
坐
像
」
と
無
形


民
俗
文
化
財
と
し
て
「
瀬
戸
崎
組
鯨


唄
」
が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。


︻
木
造
薬
師
如
来
坐
像
︼


　


平
安
時
代
末
期
の
製
作
。
榧か


や


材
の


一
木
造
り
の
像
高
48
セ
ン
チ
メ
ー
ト


ル
の
仏
像
で
、
青
海
区
の
清
福
寺
境


内
の
お
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。


︻
瀬
戸
崎
組
鯨
唄
︼


　


昭
和
46
年
の
「
通
鯨
唄
」、
昭
和


57
年
の
「
川
尻
鯨
唄
」
に
続
き
、
鯨


唄
と
し
て
は
３
つ
目
の
指
定
と
な
り


ま
し
た
。


　


瀬
戸
崎
組
鯨
唄
保
存
会
は
、
仙
崎


小
学
校
児
童
へ
の
伝
承
や
１
月
２
日


の
八
坂
神
社
奉
納
な
ど
を
中
心
に
活


動
し
て
い
ま
す
。


■
問
い
合
わ
せ


　


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化


　


財
保
護
室　
　


℡
23
‐
１
２
６
４


長
門
市
総
合
戦
略
推
進


委
員
会
委
員
募
集


　


少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
進
む


中
、
安
心
し
て
生
活
が
で
き
、
将
来


に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
長
門
市
を
築


く
た
め
の
方
法
を
検
討
す
る
長
門
市


総
合
戦
略
推
進
委
員
会
の
委
員
を
次


の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。


■
応
募
資
格


・
20
歳
以
上
（
平
成
27
年
４
月
１
日


　


現
在
）


・
年
４
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人


■
募
集
人
数　


３
人
程
度


※
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す


■
任
期　


平
成
29
年
３
／
31�


（金）
ま
で�


■
募
集
期
間　


４
／
１
�（水）
～
30�


（木）


■
応
募
方
法　


申
込
書
と
作
文
（
市


　


の
人
口
減
少
対
策
、
地
方
創
生
に


　


必
要
な
も
の
を
テ
ー
マ
に
400
字
以


　


内
）
を
提
出


※
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー


　


ル
で
も
可�


※
申
込
書
は
市
役
所
本
庁
１
階
総
合


　


受
付
、
各
支
所
総
合
窓
口
課
、
市


　


ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す�


■
応
募
・
問
い
合
わ
せ�


　


〒
７
５
９
‐
４
１
９
２


　


長
門
市
東
深
川
１
３
３
９
番
地
２


　


企
画
政
策
課
企
画
調
整
係


　


℡
23
‐
１
２
２
９


　


FAX�


22
‐
０
１
３
５


mailchosei@
city.nagato.lg.jp


春
の
高
齢
者
障
が
い
者


無
料
相
談


︻
遺
言
の
日
記
念
高
齢
者
障
が
い
者


無
料
電
話
相
談
︼


■
電
話
番
号


　


℡
０
８
３
‐
９
２
０
‐
８
７
３
０


■
受
付
日
時　


４
／
15�


（水）


10
：
00
～
16
：
00


︻
高
齢
者
障
が
い
者
無
料
法
律
相
談
︼


■
電
話
番
号
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）


　


℡
０
５
７
０
‐
０
６
４
‐
４
９
０


■
開
催
期
間　


４
／
13�


（月）
～
26�


（日）


※
要
予
約


■
開
催
場
所


　


山
口
県
内
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー


■
開
催
時
間


　


４
／
14�


（火）　


13
：
00
～
16
：
00


　


４
／
21�


（火）　


13
：
00
～
16
：
00


■
問
い
合
わ
せ


　


山
口
県
弁
護
士
会
周
南
地
区
会


　


℡
０
８
３
４
‐
31
‐
４
０
２
９


法
テ
ラ
ス
設
立
９
周
年
記
念


無
料
法
律
相
談
会


■�


日
時　


４
／
17�


（金）13
：
30
～
16
：
30


■�


場
所　


山
口
県
弁
護
士
会
萩
法
律


相
談
セ
ン
タ
ー


■�


相
談
内
容　


民
事
一
般
の
相
談


■�


定
員　


６
人
（
１
人
30
分
程
度
）


※�


事
前
に
電
話
で
予
約


■�


申
込
受
付
期
間　


４
／
７
（火）
～


■�


申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　


�


法
テ
ラ
ス
山
口


　


℡
０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
４
９
０


　


て
）


※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事
前
に


　


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


山
口
県
精
神
保
健


　


福
祉
セ
ン
タ
ー


　


℡
０
８
３
５
‐
27
‐
３
４
８
０


2015.4.1
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ル
ネ
ッ
サ
な
が
と


℡
26
︲
６
０
０
１


文
化
情
報


く
ら
し
の
情
報


「広報ながと」への広告掲載のお申し込みは、㈱ホープへ　℡ 092-716-1404


陸
上
自
衛
隊
岩
国
航
空
基
地


ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト


■�


日
時　


５
／
２�


（土）


　


14
：
00
～
16
：
00


※
当
選
ハ
ガ
キ
が
必
要
で
す


■�


場
所　


シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国


※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す


■�


申
込
方
法　


往
復
ハ
ガ
キ
に
２
人


ま
で
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電


話
番
号
を
記
入
し
応
募
し
て
く
だ


　


さ
い


※
当
選
は
、
１
人
１
枚
限
り
で
す


■�


応
募
先


　


〒
７
４
０
‐
８
５
５
５


　
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」
係


■�


応
募
期
限　


４
／
８
（水）
必
着


※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選


※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し


　


て
く
だ
さ
い


　


http://www.m
od.go.jp/m


sdf/iwakuni/


香
月
泰
男
美
術
館


℡
43
︲
２
５
０
０


第
６
回
子
ど
も
た
ち
に
よ
る


フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


４
／
５�


（日）　


14
：
00
開
演


●
ゲ
ス
ト
演
奏　


木
橋
奏
子
先
生


●�


入
場
料　


無
料


カ
ワ
ム
ラ
バ
ン
ド
ラ
イ
ブ�


２
０
１
５
in
長
門


●
と
き　


４
／
12�


（日）　


14
：
00
開
演


●�


入
場
料　


３
、９
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


●�


発
売
日　


発
売
中


鯉
の
ぼ
り
展


●
会
期　


４
／
29�


（水）
～
５
／
６�


（水）


10
：
00
～
16
：
00


●�


入
場
料　


無
料


●
会
場　


文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー


開
館
15
周
年
記
念


展
覧
会


香
月
泰
男
版
画
展


－


エ
ッ
チ
ン
グ
・


石
版
画
︵
リ
ト
グ
ラ
フ
︶・
木
版
画


－


　


香
月
の
仕
事
は
幅
広
く
、
油
彩
画


の
ほ
か
に
も
版
画
や
水
彩
画
が
数
多


く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の


中
か
ら
、
版
画
の
仕
事
を
紹
介
し
ま


す
。
生
き
物
や
風
景
な
ど
、
油
彩
と


は
一
味
違
う
作
品
が
並
び
ま
す
。
と


き
に
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
作
品
を
ど


う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。


●
開
館
時
間　


９
：
00
～
17
：
00


※
入
館
は
、
16
：
30
ま
で


●
休
館
日　


火
曜
日


●�


入
館
料


・
一
般　
　
　


500
円


・
小
中
高
生　


200
円


※
市
内
在
住
の
人
は
、
住
所
の
分
か


　


る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を


　


提
示
す
る
と
無
料
に
な
り
ま
す


︻
来
館
者
の
声
︼


　


静
か
で
、
お
も
ち
ゃ
の
作
品
も
心


動
か
さ
れ
ま
す
。
い
つ
来
て
も
こ
の


コ
ー
ナ
ー
は
、
い
っ
と
き
の
時
間


ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
家
族
に


宛
て
た
便
り
は
、
ま
さ
に
愛
そ
の
も


の
で
す
ね
。
奥
様
、
お
子
様
に
ど
れ


ほ
ど
の
愛
情
を
注
が
れ
て
い
た
の
で


し
ょ
う
︙
涙
が
出
ま
す
。
偉
大
な
方


で
、
人
間
味
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す


（
長
門
市
60
代
女
性
）
と
て
も
素
晴


ら
し
か
っ
た
で
す
。
フ
ァ
ン
に
な
り


ま
し
た
。
私
は
絵
の
素
人
で
す
が
、


質
量
や
熱
を
感
じ
る
。
そ
れ
で
い
て


楽
し
め
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
シ


ベ
リ
ア
・
シ
リ
ー
ズ
は
重
す
ぎ
て
あ


ま
り
直
視
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
︙


世
界
中
の
方
を
魅
了
す
る
作
品
に
触


れ
ら
れ
て
感
激
で
す
（
山
口
市
30
代


女
性
）
い
つ
も
素
通
り
し
て
し
ま
う


美
術
館
。
い
つ
か
と
思
い
な
が
ら
も


︙
。(


来
て
み
た
ら)


素
晴
ら
し
い
。


心
が
和
む
。
絶
対
に
友
人
に
も
紹
介


し
た
い
。
知
ら
な
い
っ
て
も
っ
た
い


な
い
。
今
ま
で
ず
っ
と
損
し
て
ま
し


た
。ま
た
心
を
癒
し
に
来
ま
す
ね（
萩


市
60
代
女
性
）


▲石版画集　モロッコ
　カサブランカ郊外


﹁
こ
ぎ
ん
刺
し
教
室
﹂作
品
展


■�


期
間　


４
／
17�


（金）
～
19�


（日）


10
：
00
～
17
：
00


※
19�


（日）
の
み
16
：
00
ま
で


■�


場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
「
大
会


議
室
」


■�


問
い
合
わ
せ　


こ
ぎ
ん
刺
し
教
室


　
　


℡
25
‐
４
４
５
５


■
問
い
合
わ
せ　


海
上
自
衛
隊
岩
国


　


航
空
基
地
広
報
室


℡
０
８
２
７
‐
22
‐
３
１
８
１


み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団


第
９
回
演
奏
会


�


■�


日
時　


４
／
26�
（日）　


14
：
00
開
演


※
13
：
30
開
場


■
場
所　


ル
ネ
ッ
サ
な
が
と「
劇
場
」


■
入
場　


無
料


■
プ
ロ
グ
ラ
ム


・
１
部　


み
す
ゞ
さ
ん
の
う
た


・
２
部　


こ
の
１
年
間
練
習
し
て
き


　
　
　
　


た
歌


・
３
部　


コ
ー
ル
・
チ
ュ
ラ
カ
ー
ギ


　
　
　
　


の
皆
さ
ん
を
お
招
き
し
て


・
４
部　


合
唱
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ヘ


　
　
　
　


ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」


■
問
い
合
わ
せ


　


み
す
ゞ
少
年
少
女
合
唱
団
事
務
局


℡
０
９
０
‐
７
７
７
４
‐
９
８
５
６


チ
ャ
レ
ン
ジ
営
農
講
座


受
講
生
募
集


　


長
門
の
特
産
品
目
を
中
心
に
栽
培


の
基
礎
知
識
を
学
び
、新
た
に
栽
培
・


出
荷
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
人
を
対


象
に
営
農
講
座
を
開
催
し
ま
す
。


■
講
座
内
容　


栽
培
に
必
要
な
基
礎


　


知
識
と
合
わ
せ
て
、
長
門
市
の
特


　


産
品
で
栽
培
が
比
較
的
簡
単
な


　
「
な
す
」「
白
お
く
ら
」「
は
な
っ


　


こ
り
ー
」
の
特
徴
や
栽
培
技
術
を


　


学
ぶ


・
基
礎
講
座　


農
業
に
関
す
る
基
礎


　


講
座
（
座
学
主
体
）


・
栽
培
講
座　


栽
培
技
術
（
座
学
、


　


圃
場
見
学
、
実
習
な
ど
）


■
品
目　


田
屋
な
す
、
千
両
な
す
、


　


白
お
く
ら
、
は
な
っ
こ
り
ー


■
開
催
期
間


　


５
月
～
平
成
28
年
２
月
ま
で


・
基
礎
講
座　


毎
月
１
回


・
栽
培
講
座　


毎
月
１
回
程
度


※
作
物
の
生
育
に
合
わ
せ
て
開
催


■
受
講
料　


３
、
０
０
０
円　


■
申
込
方
法　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津
営
農


　


セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
Ｊ
Ａ
支
所
営


　


農
経
済
課
に
申
込
書
を
設
置


■�


申
込
期
間　


４
／
１
�（水）
～
17�


（金）


■
募
集
定
員　


15
人
程
度


■�


問
い
合
わ
せ　


Ｊ
Ａ
長
門
大
津


　


営
農
セ
ン
タ
ー
営
農
販
売
課


　
　
　
　


℡
22
‐
８
８
７
４


な
が
と
い
き
い
き
お
買
物
券


27
春
発
行
分
の
販
売


■
販
売
数　


９
、
０
０
０
セ
ッ
ト


■
販
売
価
格　


１
セ
ッ
ト
１
万
円


※
１
、
０
０
０
円
券
×
11
枚


■
販
売
期
間　


４
／
26�


（日）
か
ら
売
り


　


切
れ
次
第
終
了


■
お
買
物
券
の
使
用
有
効
期
間　


　


４
／
26�


（日）
～
８
／
31�
（月）


※
有
効
期
間
を
過
ぎ
る
と
無
効
に
な


　


り
ま
す


■
利
用
で
き
る
店　


取
扱
店
ス
テ
ッ


　


カ
ー
の
あ
る
加
盟
店


■
販
売
日　


４
／
26�


（日）
、
27�


（月）


■
販
売
所　


長
門
商
工
会
議
所
ほ
か


※
そ
の
他
販
売
所
は
、
４
月
12
日
（日）


　


の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
ケ
ー
ブ
ル


　


テ
レ
ビ
、
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム


　


ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す


※
両
日
と
も
予
定
セ
ッ
ト
数
完
売
で


　


終
了
と
な
り
ま
す


※
２
日
間
で
完
売
出
来
な
い
場
合
、


　


４
／
28�


（火）
以
降
、
長
門
商
工
会
議


　


所
で
業
務
時
間
内
に
販
売
し
ま
す


■
購
入
限
度
数　


１
人
５
セ
ッ
ト　


　


（
販
売
価
格
５
万
円
）
ま
で


※
売
場
を
巡
っ
て
購
入
出
来
ま
せ
ん


※
購
入
で
き
る
の
は
、
15
歳
以
上
の


　


一
般
消
費
者
で
す


※
購
入
の
際
は
購
入
申
込
書
を
提
出


　


し
て
く
だ
さ
い


■
問
い
合
わ
せ　


長
門
商
工
会
議
所


　


℡�


22
‐
２
２
６
６


第
９
回
ど
ね
～
の
青
海
島


�


■�


日
時　


５
／
10�


（日）


　


９
：
30
～
15
：
30


■
場
所　


青
海
島
共
和
国
（
旧
青
海


　


島
小
学
校
）


■
内
容　


第
22
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長


　


門
場
所�


、
第
３
回
な
が
と
女
尻


　


相
撲
長
門
場
所
、�


第
９
回
夏
み
か


　


ん
早
食
い
選
手
権�


、
甘
夏
ジ
ュ
ー


　


ス
搾
り
体
験
、地
元
の
野
菜
や
花
・


　


水
産
加
工
品
な
ど
の
販
売


未
内
定
の
新
卒
者
・


既
卒
者
の
皆
さ
ん
へ


　


ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
就
職
が
決
ま
る


ま
で
皆
さ
ん
を
支
援
し
続
け
ま
す
。


就
職
に
つ
い
て
知
り
た
い
こ
と
、
不


安
な
こ
と
、
求
人
情
報
な
ど
気
軽
に


問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


■
問
い
合
わ
せ


・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
長
門


　


℡
22
‐
８
６
０
９


※
わ
ん
ぱ
く
相
撲
長
門
場
所
お
よ
び


　


な
が
と
女
尻
相
撲
長
門
場
所
の
出


　


場
申
し
込
み
は
、（
公
社
）
長
門


　


青
年
会
議
所
事
務
局
ま
で


※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


■
相
撲
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ


　
（
公
社
）長
門
青
年
会
議
所
事
務
局


　


℡
22
‐
２
６
１
１


※
問
い
合
わ
せ
は
、
平
日
の
10
：
00


　


か
ら
15
：
00
ま
で
で
す


■
問
い
合
わ
せ　


青
海
島
共
和
国


℡
26
‐
１
１
２
０


2015.4.1
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118
愛します！守ります！長門の海！


仙崎海上保安部
山口県長門市仙崎1026-2
☎ 26 - 0240


船舶海難・人身事故発生状況
速報値／仙崎海上保安部管内（長門市）


船舶海難 人身事故


隻


数


死
亡
者


行
方
不
明


人


数


死
亡
者


行
方
不
明


2月 0 0 0 0


平成27年計 0 0 0 0


26年同時期 0 0 0 0


ライフジャケットを常時着用しよう!
携帯電話など連絡手段を確保しよう!
海のもしもは 「118番」へ!


マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
は


楽
し
く
安
全
に
！


　


仙
崎
海
上
保
安
部
で
は
、
４
月
29
日
（水）
〜


５
月
６
日
（水）
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
安
全


推
進
活
動
期
間
と
し
て
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー


の
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。


マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
際
は
、


● 


常
時
適
切
な
見
張
り
を
行
う


●
発
航
前
点
検
の
確
実
な
実
施


●
常
時
最
新
の
気
象
情
報
を
把
握
し
、
天
候
悪
化


　
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
引
き
返
す
勇
気
を
持
つ


● 


ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
常
時
着
用
す
る


● 


連
絡
手
段
の
確
保
！
（
携
帯
電
話
は
防
水


措
置
を
行
い
常
時
身
に
付
け
る
）


な
ど
の
安
全
対
策
を
と
り
、
事
故
防
止
に
努


め
ま
し
ょ
う
。


アニメ上映会（視聴覚室・入場無料）
４／４（土）13：30～ 　


　　　　　「ドナルドダック⑤」　　  
　（68分）


４／25（土）13：30～　
　　　　　「イソップ物語④
　　　　　～いなかのねずみと町のねずみ他～」


　 　（50分）


定例行事　　* は、おはなしのへや
・としょかんひなの会*  
   　    ４/３（金） 10：30 ～
・かみしばい*  
 ４/ ４（土）・18（土） 15：00 ～　


 ・さっちゃんのかみしばい *
４/18（土）11：00～　


・おはなしポケット*
４/11（土） 15：00 ～　


・絵本を楽しむ会*     
 ４/16（木） 10：30 ～　


・たまごの会*
    ４/24（金）10：30 ～　


・おはなしの会*
 ４/25（土） 15：00 ～　


・長門読書会（研修室）
 ４/25（土） 14：00 ～　


・ゆりかご（ゆや分館）    
 ４/21（火）  10：30 ～　


・よみっこくらぶ（ゆや分館）    
 ４/11（土） ・25（土） 15：30 ～　


移動図書館車
ぐるブック号運行中！
　Ａコース　 ４ / ２（木）・16（木）
　Ｂコース　 ４ / ８（水）・22（水）
　Ｃコース　 ４ /10（金）・24（金）


今月のオススメ本
『ラストレター』
　低聴取率のラジオ局が始めた昭和を
想起させる深夜の放送。便りは葉書の
み。この番組がネット社会に生きる人々
の心にしみ込んでゆく。書き手の温も
りが伝わる葉書と、聞き手に寄り添え
るラジオ。その魅力が詰まった長編小
説。さだまさし／著・朝日新聞出版／刊


分
館
の
開
館
に
つ
い
て


　


４
／
29 


（水）
は
昭
和
の
日
で
祝
日
で
す
が
、


分
館
の
み
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま
す
。


雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
を
募
集
し
ま
す


　


図
書
館
で
は
所
蔵
雑
誌
を
広
告
媒
体
と
し


て
提
供
す
る
「
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
」
を


導
入
し
、
随
時
、
ス
ポ
ン
サ
ー
事
業
所
を
募


集
し
て
い
ま
す
。


◆
期
間　


決
定
月
か
ら
年
度
末
ま
で
（
更
新


　


が
可
能
で
す
）


◆
費
用　


雑
誌
の
購
読
料


◆
内
容　


雑
誌
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
事


　


業
者
な
ど
の
名
称
や
広
告
を
雑
誌
カ
バ
ー


　


な
ど
に
明
示
し
、
広
告
媒
体
と
し
て
利
用


　


し
ま
す


※
現
在
、２
事
業
者
（
３
誌
）
が
ス
ポ
ン
サ
ー


　


に
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
、
図


　


書
館
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い


映
画
上
映
会
（
入
場
無
料
）
開
催


 


◆
日
時  


４
／
15 


（水）
〜
19 


（日）


　


①
10
：
00
〜　


②
14
：
00
〜


◆ 


上
映
タ
イ
ト
ル　
「
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ


　


コ
ッ
プ
」（
105
分
）（
日
本
語
字
幕
付
き
）


◆
会
場　


視
聴
覚
室


４
／
23 


（木）
〜
５
／
12 


（火）
は
こ
ど
も
の
読
書
週
間


２
０
１
５
年 


第
57
回
こ
ど
も
の
読
書
週
間
標
語


「
本
は　


キ
ラ
キ
ラ　


万
華
鏡
」


　


図
書
館
で
は
、
こ
の
期
間
中
「
や
っ
て
み


よ
う
！
家
読
〜
家
族
で
楽
し
む
絵
本
の
世
界


〜
」
と
題
し
た
絵
本
の
展
示
を
し
ま
す
。
ま


た
、併
せ
て
絵
本
の
リ
ス
ト
も
配
布
し
ま
す
。


ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。


☆
新
刊
図
書
☆


（
本
館
）『
女
王
は
か
え
ら
な
い
』
降
田
天
、


『
警
察
回
り
の
夏
』
堂
場
瞬
一
、『
鳳
雛
の
夢
』


上
田
秀
人
、『「
吉
田
調
書
」
を
読
み
解
く
』


門
田
隆
将　


ほ
か


（
分
館
）『
雪
炎
』
馳
星
周
、「
風
の
ベ
ー
コ


ン
サ
ン
ド
」
柴
田
よ
し
き
、「
散
り
椿
」
葉


室
麟
、「
ゆ
る
い
生
活
」
群
よ
う
子
、「
日
本


は
な
ぜ
、
基
地
と
原
発
を
止
め
ら
れ
な
い
の


か
」
矢
部
宏
治　


ほ
か


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The     Library !


Let’ s Go      To The   Library !


Let’ s Go      To The   Library !
 図書館だより


 図書館へ行こう！
　　　長門市立図書館　　℡26‐5123
　　　ゆや分館　　　　　℡33‐0051
　　　http://www2.lib-nagato.jp/
　　　e-mail  lib-nagato@hot-cha.tv


‐4 月の休館日‐
 本　　館　 １(水)・6(月 )・13(月)・20(月)・


27（月）・ 29(水 )
 ゆや分館　  6 (月 )・13(月)・20(月)・27（月）


　　 


282015.4.1


仙崎海上保安部ホームページ
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
        07kanku/senzaki/
senzaki-kotsu@kaiho.mlit.go.jp


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
10 


（金）　


10
：
00
〜
11
：
30


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
15 


（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


・
４
／
17 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
24 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


禁
煙
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
14 


（火）　


13
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


心
の
健
康
相
談
（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


　


４
／
21 


（火）　


14
：
00
〜
16
：
00


長
門
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー


℡
22
‐
２
８
１
１


パ
パ
マ
マ
入
門
教
室（
要
予
約
）


●
日
時
／
会
場


・
４
／
19 


（日）　
　


13
：
30
〜
16
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


● 


必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
な
ど


健
康
相
談


●
対
象　


成
人


●
日
時
／
会
場


・
毎
週
木
曜
日　


９
：
00
〜
11
：
30


13
：
00
〜
15
：
00


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー 


・
４
／
１
（水）　


９
：
30
〜
11
：
30


黄
波
戸
漁
村
セ
ン
タ
ー


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


日
置
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
７
（火）　


９
：
30
〜
11
：
00


川
尻
老
人
憩
い
の
家


・
４
／
９ 


（木）　


９
：
00
〜
11
：
30


三
隅
保
健
セ
ン
タ
ー


・
４
／
10 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
00


宇
津
賀
集
落
セ
ン
タ
ー


・
４
／
20 


（月）　


９
：
30
〜
11
：
00


向
津
具
公
民
館


・
４
／
24 


（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


油
谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー


育
児
相
談


●
対
象　


乳
幼
児
と
保
護
者


●
日
時
／
会
場


・
４
／
３
（金）　


９
：
30
〜
11
：
30


　
　
　
　
　
　


13
：
00
〜
15
：
00


乳
児
健
康
診
査


岡
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
℡
22
‐
２
７
１
７  


●
３
ヵ
月
児
・
７
ヵ
月
児
健
康
診
査   


　


月
〜
水
・
金
曜
日　


８
：
30
〜
17
：
00


　


木
・
土
曜
日　


８
：
30
〜
12
：
00


長
門
総
合
病
院　


℡
22
‐
２
２
２
０


● 


３
ヵ
月
児
健
康
診
査（
110
日
以
降
）


　


毎
週
火
曜
日　


13
：
00
〜
14
：
30


●
７
ヵ
月
児
健
康
診
査


　


４
／
２
（木）
、
９ 


（木）
、
23 


（木）


13
：
00
〜
14
：
30


● 


必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
と


乳
児
一
般
健
康
診
査
受
診
票


１
歳
６
ヵ
月
児
健
康
診
査


●
対
象　


25
年
９
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
８ 


（水）


受
付　


13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
な
ど


３
歳
児
健
康
診
査


●
対
象　


24
年
３
月
生
ま
れ
の
子


●
日
時　


４
／
28 


（火）13
：
00
〜
13
：
30


●
会
場　


長
門
市
保
健
セ
ン
タ
ー


●
必
要
な
も
の　


母
子
健
康
手
帳
な
ど


健
康
ガ
イ
ド


く
ら
し
の
情
報


健
康
診
査


相
談
・
教
室


第
３
回
な
が
と
近
松
文
楽


●
と
き　


７
／
５ 


（日）　


13
：
00
開
演


● 


内
容


一
、
対
談　


竹
下
景
子
、
桐
竹
勘
十


　
　


郎
、
吉
田
玉
女
改
め
二
代
目
吉
田
玉
男


二
、
解
説　


文
楽
の
三
業
（
太
夫
、


　
　


三
味
線
、
人
形
）


三
、
人
形
浄
瑠
璃
文
楽　


近
松
門
左


　
　


衛
門
作
「
冥
途
の
飛
脚
」
淡
路


　
　


町
の
段
、
封
印
切
の
段


● 


出
演　


竹
本
千
歳
大
夫
、


　


豊
竹
呂
勢
大
夫
、
豊
澤
富
助
、


　


竹
澤
宗
助
、
桐
竹
勘
十
郎
、


　
吉
田
玉
女
改
め
二
代
目
吉
田
玉
男　


ほ
か


● 
入
場
料


・
１
階
Ｓ
席　


５
、８
０
０
円


・
１
階
Ａ
席　


４
、８
０
０
円


・
桟
敷
席　
　


４
、８
０
０
円


・
２
階
席　
　


３
、８
０
０
円


※
全
席
指
定
・
税
込


※
学
生
割
引
500
円


● 


発
売
日


・
友
の
会　


４
／
11 


（土）　


10
：
00
〜


・
一
般　
　


４
／
22 


（水）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み


※
４
／
20 


（月）
は
臨
時
休
館
日
で
す


宝
く
じ
文
化
公
演


「
音
楽
の
絵
本
」
親
子
の
た
め
の


ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト


●
と
き　


６
／
27 
（土）　　


14
：
00
開
演


● 


出
演　


金
管
五
重
奏
「
ズ
ー
ラ
シ


ア
ン
ブ
ラ
ス
」、弦
楽
四
重
奏
「
弦


（
つ
る
）
う
さ
ぎ
」


● 


入
場
料


【
前
売
】
一
般　


１
、
０
０
０
円


　
　
　
　


中
学
生
以
下　
　


500
円


【
当
日
】
一
般　


１
，
５
０
０
円


　
　
　
　


中
学
生
以
下　
　


700
円


※
全
席
指
定
・
税
込


※
３
歳
以
上
は
有
料
。３
歳
未
満
は
、


　


大
人
１
人
に
つ
き
１
人
ひ
ざ
上
で


　


鑑
賞
可
。
た
だ
し
、
座
席
が
必
要


　


な
場
合
は
有
料


※
入
場
料
金
は
宝
く
じ
の
助
成
に
よ


　


り
、
特
別
料
金
に
な
っ
て
い
ま
す


● 


発
売
日


・
一
般　


４
／
４ 


（土）　


10
：
00
〜


※
発
売
初
日
は
電
話
受
付
の
み








長門市消防本部
中央消防署 ℡ 22-0119


西消防署 ℡ 32-1230


火災時の問い合わせ


 ℡ 22-1414


ホームページ


http://www.city.nagato.yamaguchi.


jp/̃shobo/


火災救急
件数［2月］
（　）内は今年累計


火


災


救
急


建　物
0（1）


林　野
0（0）


車　両
1（2）


船　舶
０（０）


その他
0（0）


161
（319）


合　計
1（3）


2015.4.1 3031


 　


消
防
団
は
「
自
ら
の
地
域
は
自


ら
で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の


精
神
に
基
づ
き
、
地
域
の
安
心
・


安
全
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
る


人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
災
害
が


発
生
し
た
際
に
は
い
ち
早
く
現
場


に
駆
け
つ
け
、
被
害
の
拡
大
防
止


に
努
め
て
い
ま
す
。


　


ま
た
災
害
時
の
活
動
以
外
に
お


い
て
も
、
地
域
行
事
の
際
の
警
戒


な
ど
地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
幅


広
く
行
っ
て
い
ま
す
。


　


消
防
団
員
は
、
他
に
職
を
持
ち


な
が
ら
自
ら
の
意
思
に
基
づ
く
参


加
、
す
な
わ
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と


し
て
の
性
格
も
有
し
て
い
ま
す
。


　


消
防
団
活
動
は
皆
さ
ん
の
協
力


が
必
要
不
可
欠
で
す
。


　


長
門
市
の
安
心
・
安
全
を
守
る


た
め
、
消
防
団
活
動
に
対
す
る
皆


さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し


ま
す
。


消
防
団
活
動
へ
の
理
解
・
協
力
を


こ
ん
に
ち
は


ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す
！


生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
℡
23
‐
１
２
９
５


　


平
成
27
年
度
よ
り
ス
ポ
ー
ツ


推
進
委
員
は
、
新
た
に
委
員
が


入
れ
替
わ
り
心
機
一
転
活
動
を


行
っ
て
い
き
ま
す
。


　


こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
チ
ャ


レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
の
普
及


活
動
は
、
今
年
で
５
年
目
に
突


入
し
ま
す
。
小
・
中
学
校
の
Ｐ


Ｔ
Ａ
活
動
や
学
校
行
事
、
地
域


行
事
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
か
ら


の
要
請
回
数
も
増
え
、
昨
年
度


は
６
回
の
出
前
講
座
を
行
う
こ


と
が
で
き
ま
し
た
。


　


今
後
は
こ
れ
ま
で
の
反
省
点


を
踏
ま
え
、今
ま
で
以
上
に
チ
ャ


レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
の
普
及


に
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。


　


ま
た
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・


ゲ
ー
ム
の
記
録
会
を
開
催
し
た


時
に
は
、
全
国
の
チ
ー
ム
と
ラ


ン
キ
ン
グ
を
競
い
合
う
こ
と
も


出
来
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
長
門


市
か
ら
多
く
の
チ
ー
ム
が
参
加


し
、
上
位
に
入
賞
し
て
い
ま
す
。


今
年
度
も
記
録
会
の
開
催
を
計


画
し
て
い
ま
す
の
で
、
学
校
や


職
場
、
地
域
の
仲
間
内
で
記
録
に


挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。


　


そ
の
他
、
市
民
体
力
テ
ス
ト
や


駅
伝
、
マ
ラ
ソ
ン
、
歩
け
歩
け
大


会
、
ふ
る
さ
と
祭
り
綱
引
き
大
会


な
ど
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
い
ろ
い
ろ


な
場
面
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
の


で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
支
援
、
協


力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


　


指
導
の
依
頼
や
質
問
な
ど
あ
り


ま
し
た
ら
、
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ


振
興
課
ま
で
気
軽
に
問
い
合
わ
せ


て
く
だ
さ
い
。


昭
和
56
年
以
降
、
が
ん
は
死


亡
原
因
の
第
１
位
で
現
在


日
本
人
の
２
人
に
１
人
が
「
が
ん
」


に
か
か
り
、３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」


で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
誰
も
が
将
来


か
か
る
か
も
し
れ
な
い
病
気
の
ひ
と


つ
で
す
。


　


そ
の
一
方
で
、
が
ん
検
診
の
受
診


率
は
、
国
が
目
標
と
す
る
50
％
を
は


る
か
に
下
回
る
30
％
程
度
で
７
割
近


く
の
人
は
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
ま


せ
ん
。


　


が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
生


活
習
慣
の
見
直
し
と
改
善
、そ
し
て
、


が
ん
検
診
で
健
康
状
態
を
確
認
す
る


こ
と
が
大
切
で
す
。


○
が
ん
を
防
ぐ
に
は


　


バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
や
適


度
な
運
動
、
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
で
た


ば
こ
は
吸
わ
な
い
な
ど
、
が
ん
に
な


り
に
く
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る


こ
と
が
大
切
で
す
。


◯
早
期
発
見
が
重
要


　


ど
ん
な
に
日
常
生
活
に
気
を
配
っ


て
も
が
ん
に
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま


す
。
初
期
の
が
ん
は
、
自
覚
症
状
が


な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
症
状
が
な


く
て
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ


と
が
重
要
で
す
。


　


長
門
市
で
も
平
成
26
年
度
が
ん
検


診
で
は
、
19
人
に
が
ん
が
発
見
さ
れ


て
い
ま
す
。


　


な
お
、
症
状
が
あ
る
場
合
は
検
診


を
待
た
ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関
を


受
診
し
ま
し
ょ
う
。


○
精
密
検
査
は
迷
わ
ず
、
恐
れ
ず


　


が
ん
検
診
の
結
果
「
要
精
検
」
と


な
っ
て
も
、
精
密
検
査
の
結
果
「
異


常
な
し
」
に
な
る
こ
と
も
多
く
あ
り


ま
す
。も
し
が
ん
が
発
見
さ
れ
て
も
、


早
期
治
療
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
高
い


確
率
で
治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。


　


長
門
市
で
は
、
が
ん
検
診
を
集
団


検
診
と
医
療
機
関
（
個
別
検
診
）
で


実
施
し
ま
す
。
集
団
検
診
の
会
場
に


よ
っ
て
は
、
特
定
健
診
、
後
期
高
齢


者
健
診
を
同
日
に
実
施
し
、
休
日
健


診
も
行
い
ま
す
。


　


詳
し
く
は
、
４
月
広
報
と
同
時
に


配
布
の
「
長
門
市
健
康
ガ
イ
ド
」
を


確
認
し
て
く
だ
さ
い
。


※
次
回
は
「
タ
バ
コ
と
健
康
」
に
つ


　


い
て
掲
載
し
ま
す


市
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活


動
を
行
う
団
体
を
育
成
す
る


た
め
、
団
体
が
行
う
公
益
性
の
高
い


事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。


■
募
集
期
間　


４
／
17 


（金）
ま
で


■
補
助
対
象
事
業　


市
民
活
動
団
体


　


が
、
自
主
的
・
主
体
的
に
企
画
、


　


実
施
す
る
公
益
性
の
高
い
事
業


・
市
民
の
福
祉
向
上
、
公
益
上
の
必


　


要
性
が
認
め
ら
れ
る
事
業


・
市
内
で
実
施
さ
れ
る
事
業


・
市
か
ら
他
の
補
助
金
な
ど
を
受
け


　


て
い
な
い
事
業


・
年
度
末
ま
で
に
完
了
す
る
事
業


■
補
助
の
対
象
と
な
る
団
体


　


市
内
を
活
動
拠
点
と
し
、
ま
ち
づ


　


く
り
事
業
を
行
う
、
会
則
、
事
業


　


計
画
、
予
算
決
算
等
を
示
す
こ
と


　


が
で
き
る
団
体


・
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
過


　


半
数
が
市
内
に
居
住
ま
た
は
在
勤


　


し
て
い
る
こ
と


・
政
治
、
宗
教
、
思
想
な
ど
の
活
動


　


を
目
的
と
し
て
い
な
い
こ
と


■
補
助
対
象
経
費


　


事
業
実
施
に
必
要
な
経
費


※
団
体
の
組
織
維
持
の
た
め
の
運
営


　


費
な
ど
は
対
象
と
し
ま
せ
ん


■
補
助
率
と
補
助
限
度
額


・
事
業
費
が
25
万
円
以
下
の
部
分


　


補
助
率
…
10
分
の
10


・
事
業
費
が
25
万
円
を
超
え
る
部
分


　


補
助
率
…
10
分
の
５


・
補
助
限
度
額
…
50
万
円
ま
で


■
審
査
方
法　


交
付
対
象
事
業
の
選


　


定
に
つ
い
て
は
、
公
募
委
員
に
よ


　


る
書
類
と
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン


　


の
審
査
に
よ
り
行
い
ま
す


■
そ
の
他　


事
業
完
了
後
は
、
実
績


　


報
告
を
市
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い


※
実
績
報
告
会
を
開
催
し
、
発
表
を


　


お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す


■
問
い
合
わ
せ


　


企
画
政
策
課
市
民
協
働
推
進
室


℡
23
‐
１
１
７
２


　
　
　
　
FAX 


22
‐
０
１
３
５


mailkyodo@
city.nagato.lg.jp


地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
支
援
し
ま
す


－


市
民
の
ち
か
ら
応
援
補
助
金
事
業
の
募
集


－


が
ん
検
診
は
、
あ
な
た
を
守
り
ま
す


〜
あ
な
た
や
大
切
な
人
の
た
め
に
も
受
け
ま
し
ょ
う
〜


▲浅田小で出前講座


▲スポ少祭り▲体力テスト


め
ざ
せ
、健
康
長
寿


健康メモ


み
ん
な
の
元
気
が 


な
が
と
の
元
気
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はじめよう！
　あなたの
　　健康づくり


長門市保健センター
℡ 23-1133
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毎月19日は「ながと食の日」


栄養価（１人分）
エネルギー…105kcal
たんぱく質…6.5g
脂　　　質…6.1g
塩分相当量…0.8g
カルシウム…151mg


ほっちゃテレビ放送予定
4 ／10（金）・12（日）


水道修繕当番店（４月）
地　区 公　道　部 邸　内　部


長門地区 水道課　℡ 23-1171
℡ 22-2111*


㈱セブンリフォーム
℡ 22-2138


三隅地区 三隅支所  
℡ 43-0221


森永水道㈱
℡ 43-0552


日置地区 日置支所
 ℡ 37-2111


㈲安田建材℡ 32-1217
℡ 090-1013-6036*


油谷地区 油谷支所  
℡ 32-1111


㈲キハラ
℡ 34-0018


主食


副菜


主菜


牛乳・乳製品 果物


■食事バランスガイド


消費者トラブルＱ＆Ａ


　社会人になり、初めてアパートを借り
ることになりました。どのようなことに
気を付けたらいいですか？


　春は、入学、就職、転勤などで、アパー
トなどの賃貸借契約を結ぶことが多くな
る季節です。新しい環境に変わる、多忙


な季節でもあります。しかし、忙しいからといっ
て、アパートなどの物件を見ずに、ネット上の情
報や書面だけで契約をしてはいけません。実際に
物件を見て確認しましょう。
　また、不動産会社が契約の注意点をまとめた「重
要事項説明書」はしっかり読み、その内容を十分
理解してから、借りるかどうかの判断をしましょ
う。署名・捺印をしたら、「説明内容に納得しま
した」ということ。後から不利な条件を見つけて
も「知らなかった」では通用しません。できれば
書類は事前にもらい目を通し、契約日までに疑問
点をクリアにしておくと安心です。契約が成立す
ると、貸主、借主双方に契約に基づく権利・義務
が発生します。後でトラブルにならないためにも、
契約前にしっかり契約書を確認し、納得したうえ
で契約することが大切です。


賃貸住宅を借りるときの注意点


Ｑ


Ａ


問い合わせ　長門市消費生活センター   　  ℡ 23-1115
　　　　　　山口県消費生活センター  ℡ 083-924-0999


作り方
①  シメジは子房に分ける。トマトは 1cmの角切りにする
②キャベツはさっとゆでて芯をそぐ。芯は薄切りにし、千切りにしたベーコンと一緒に
　キャベツの葉で巻く
③鍋に①、②、だし汁、カレー粉、塩を入れて火にかけ、沸騰したらキャベツに味がし
　み込むまで弱火で煮る
④③のキャベツを取り出し、食べやすい大きさに切って耐熱容器に並べ、③の残りの
　材料と汁を加える。キャベツの上に粉チーズ、パン粉を散らし、オーブントースター
　（1200W）できつね色に焼く


食推おすすめ料理 長門市食生活改善推進協議会


ワンポイントアドバイス
辛さの調節はカレー粉の量で加減してください。チーズ好きの人はピザ用のチーズ
をのせて焼いてもおいしいです


※水道のトラブルは長門市指定工事店に依頼してください


シメジ  …1/2 パック
トマト　  …1/2 個
キャベツ  …4 枚（400g）
ベーコン  …2 枚（30g）
だし汁  …200ml
カレー粉  …小さじ 1
塩  …小さじ 1/5


キャベツのチーズ焼きカレー仕立て
ー春キャベツを食欲そそるカレー味で！ー


粉チーズ  …大さじ 4
パン粉  …大さじ 1


４ 月のカレンダー 2015 April ４
１ 水


２ 木


３ 金


４ 土


５ 日
●湯本温泉まつり／湯本温泉／9時～　●おとづれ夜市「じゃらんじゃらん」／音信川河川公園／10時～
●第6回子どもたちによるフレッシュコンサート／ルネッサながと／14時～


６ 月
●行政相談／日置支所／10時～12時


７ 火
●行政相談／三隅支所／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）


８ 水
●市内小・中学校入学式　●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　


９ 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時


10 金
上下水道使用料納期限（三隅・俵山・東深川・西深川・深川湯本・渋木・真木地区）　


11 土
12 日


山口県議会議員一般選挙　●カワムラバンドライブ2015in長門／ルネッサながと／14時～


13 月
14 火


●行政相談／ラポールゆや／10時～12時　●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡
0838-24-0500）　●禁煙相談／長門健康福祉センター／13時～16時／要予約（℡22-2811）　　


15 水
●人権・行政合同相談／市役所1階市民相談室／10時～12時


16 木
●発達クリニック／長門健康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）
●三隅八幡宮春の例大祭／三隅八幡宮


17 金
●法テラス設立9周年記念無料法律相談会／山口県弁護士会萩法律相談センター／13時30分～／要予約（℡050-
3383-5490）


18 土
●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～17時　●春の人丸祭／八幡人丸神社


19 日
「ながと食の日」　●俵山温泉祭り／俵山温泉／10時～17時　●春の人丸祭／八幡人丸神社


20 月
●お酒に関する困り事相談／長門健康福祉センター／15時～17時／要予約（℡22-2811）


21 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500）　●心の健康相談／長門健
康福祉センター／14時～16時／要予約（℡22-2811）


22 水
●無料法律相談／市役所1階市民相談室／10時～15時／要予約（℡23-1299）　


23 木
●社会保険年金相談・申請／市役所本庁会議室／10時～16時　　


24 金
25 土


●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～16時


26 日
●長門市中央公民館まつり／長門市中央公民館／9時～16時　●第44回長門市武道館落成記念弓道大会／長門市武
道館弓道場／9時～　●みすゞ少年少女合唱団第9回演奏会／ルネッサながと／14時～


27 月
「ながと生涯学習の日」


28 火
●法律相談／長門市地域福祉センター／13時～16時／有料・要予約（℡0838-24-0500） ●骨髄バンク登録受付・Ｃ
型Ｂ型肝炎検査・エイズ抗体検査／長門健康福祉センター／要予約（℡22-2811）


29 水
「昭和の日」　●日置健康づくり歩け歩け大会／日置農村環境改善センター／9時30分～／要申込（℡37-2340）


30 木
　


*は休日・夜間のみ


●イベント　●相談・健診


※突然の発熱や腹痛など、比較的軽症な場合は、長門市
　応急診療所を受診してください
●診療科…内科・小児科
●診療日・時間…平日 19 時～ 22 時／日曜・祝日・年末年
　始9時～正午・13時～17時（受付は診療終了30分前まで）


休日当番病院　まずは長門市応急診療所へ
月／日 曜 当　番　病　院 電話番号


4 ／ 5 日
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220


4 ／12 日
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


4 ／ 19 日
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211


4 ／ 26 日
長門市応急診療所 27-0199


長門総合病院 22-2220


4 ／29 水
長門市応急診療所 27-0199


岡田病院 23-0033


5 ／ 3 日
長門市応急診療所 27-0199


斎木病院 26-1211
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編
集
後
記


　


３
月
８
日
（日）
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
で


ふ
る
さ
と
・
長
門
の
文
化
に
触
れ
な
が


ら
、
楽
し
く
学
ぶ
機
会
を
創
造
し
よ
う


と
「
な
が
と
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ
」
が
行
わ


れ
ま
し
た
。


　


会
場
に
は
、
約
１
、５
０
０
人
が
訪


れ
、
ア
ー
ト
コ
ー
ナ
ー
や
詩
札
づ
く
り


な
ど
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
満


喫
し
て
い
ま
し
た
。


　


ま
た
、
劇
場
で
は
「
金
子
み
す
ゞ
の


世
界
」
〜
仙
崎
編
‐
２
０
１
５
〜
が
上


演
さ
れ
、「
演
劇
集
団 


座 


東
京
み
か


ん
」
と
地
元
か
ら
参
加
す
る
劇
団
員
が


創
り
あ
げ
る
舞
台
に
、
約
300
人
の
観
客


が
大
き
な
拍
手
を
贈
り
ま
し
た
。


表
紙
の
説
明


な
が
と
コ
ド
モ
ノ
ク
ニ


文
化
に
触
れ
、楽
し
く
学
ぶ


長門市のDATA
〔平成27年3月１日〕


人　口 36,668 人 ( -69)
　　男 16,950 人 ( -13)
　　女 19,718 人 ( -56)
世帯数 16,225 世帯 ( -12)


( ) 内は先月比


〔２月分〕 出生 14 人 死亡 49 人
 転入 　49人 転出  83 人


■
 発
行
　
長
門
市
役
所
　
〒
759-4192　


山
口
県
長
門
市
東
深
川
1339-2　


TEL0837-22-2111（
代
）


■
 編
集
　
企
画
総
務
部
企
画
政
策
課
広
報
広
聴
係
　
TEL 0837-23-1117　


FAX 0837-22-5358
U
RL:http://w


w
w
.city.nagato.yam


aguchi.jp　
E-M
ail:koho@


city.nagato.yam
aguchi.jp
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2009
N
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（
平
成
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） 


2009
N
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4
2015


（
平
成
27年


）
N
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▲手遊びを楽しむ


長
門
市
市
民
憲
章


②
ふ
る
さ
と
の
知
恵


   そ
だ
て
あ
う
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す


　


春
は
進
学
や
就
職
、
異
動
な
ど
で


周
り
の
環
境
が
変
わ
る
人
も
多
い
と


思
い
ま
す
▼
28
年
前
の
春
、
私
は
進


学
の
た
め
福
岡
に
。
生
ま
れ
て
初
め


て
の
一
人
暮
ら
し
で
、
引
っ
越
し
た


初
日
は
寝
る
前
に
天
井
を
見
つ
め


て
、
一
人
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し


ま
し
た
▼
し
ば
ら
く
す
る
と
友
達
も


で
き
、
楽
し
く
４
年
間
を
過
ご
す
こ


と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
の
経
験


が
今
の
私
を
形
作
っ
て
く
れ
た
と
感


謝
し
て
い
ま
す
▼
新
し
い
場
所
で


は
、
焦
ら
ず
に
、
周
り
の
人
た
ち
と


の
関
係
を
作
っ
て
い
き
な
が
ら
ゆ
っ


く
り
慣
れ
て
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思


い
ま
す
▼
私
も
入
庁
し
て
24
年
目
。


こ
こ
で
も
う
一
度
、
入
庁
し
た
と
き


の
気
持
ち
を
思
い
出
し
、
が
ん
ば
っ


て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
（
い
）


鯨
法
會
　
　
金
子
み
す
ゞ
　


『
金
子
み
す
ゞ
全
集
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）


鯨く
ぢ
ら
ほ
ふ
ゑ


法
會
は
春
の
く
れ
、


海
に
飛と
び
う
を魚
採と


れ
る
こ
ろ
。


濱
の
お
寺
で
鳴
る
鐘
が
、


ゆ
れ
て
水み
の
も面
を
わ
た
る
と
き
、


村
の
漁れ
ふ
し夫
が
羽
織
着
て
、


濱
の
お
寺
へ
い
そ
ぐ
と
き
、


沖
で
鯨
く
ぢ
ら
の
子
が
ひ
と
り
、


そ
の
鳴
る
鐘
を
き
き
な
が
ら
、


死
ん
だ
父
さ
ま
、
母
さ
ま
を
、


こ
ひ
し
、
こ
ひ
し
と
泣
い
て
ま
す
。


海
の
お
も
て
を
、
鐘
の
音
は
、


海
の
ど
こ
ま
で
、
ひ
び
く
や
ら
。





